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児 島 修 二 山 本 哲 也

情報センター所長 藤 原 秀 洋 病院事務長 藤 原 秀 明
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午前９時００分開議

○議長（安部 重助君） 皆さん、おはようございます。

ただいまの出席議員数は１２名であります。定足数に達していますので、第７２回神

河町議会定例会第３日の会議を開きます。

本日の議事日程は、お手元に配付のとおりです。

⋞ ⋞

日程第１ 第８３号議案

○議長（安部 重助君） 日程第１、第８３号議案、平成２７年度神河町一般会計歳入歳

出決算認定の件を議題とします。

質疑に入る前に、質疑の要領について若干申し添えておきます。

一般会計につきましては、お手元に配付している質疑区分により、質疑回数を同一議

員、質疑３回の原則を適用します。会議規則第５４条及び第５５条の精神遵守の上、会

議進行に御協力をいただきますようお願いします。

それでは、本件に対する質疑に入ります。

まず、歳入の１款町税から１３款使用料及び手数料、２２ページまでをお願いいたし

ます。

藤原資広議員。

○議員（５番 藤原 資広君） ５番、藤原でございます。それでは、ちょっと税務課長

さんにお尋ねをしていきたいと思います。

町税の不納欠損についてのことなんですけども、前年度と比べますと、かなりふえて

おります。人口減少、また高齢化が進むにつれて税収も減るということで、大変御苦労

があろうかと思います。２７年度に、不納欠損の処理額の減額に向けて、どのように取

り組みされたのかということと、それと、昨年度まで、説明資料でありました町税等滞

納状況の集計表と、それから５年間の町税の推移、決算比較なんですけども、決算委員

会までに資料提供していただけないでしょうか。その２点をお願いいたします。

○議長（安部 重助君） 税務課長。
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○税務課長（和田 正治君） 税務課、和田でございます。不納欠損の取り組み状況でご

ざいますが、本来であれば、でき得る限りの努力をした中で不納欠損を出さないという

のが本来でございますし、徴収努力をしてまいるのが当然でございます。そうした中で、

あらゆる納税者の事情であったり、あるいはそういったことで収納が可能とならない、

徴収をするのが不可能であるというふうに判断されたものにつきまして、不納欠損をい

たしておるところでございます。特に時効という部分につきましては、それらも、でき

得る限りの努力の中で時効を停止させる、あるいは、その時効以外にも、どうしても居

所不明であったりとかそういった部分での、それ以降の徴収が可能とならないという部

分につきましてはいかんともしがたく、不納欠損というふうになってございます。滞納

処分という形で収納に努めておるところでもございますが、先ほど議員も申されました

ように、今の、なかなか、経済状況の中で、やはりどうしても納付に至らない、そうい

った家庭事情のある方もございますし、そういった方々と今後も納税交渉を続けながら、

しっかりと取り組んでまいりたいというふうに思っております。

今年度につきましては、以前に執行停止をかけております、そういった部分での増加

ということも含んでおりますし、そういった部分では取れないものは速やかに不納欠損

としていくということで、事務的なところは事務的なところでしっかり取り組みをして

まいりたいというふうに思っております。年度別のそういった状況につきましては、ま

た、あるいは具体的なことをお聞きしながら、資料等もしっかりと提供させていただき

たいというふうに思いますので、よろしくお願いをいたします。以上でございます。

○議長（安部 重助君） ほかにございますか。

小林議員。

○議員（10番 小林 和男君） １０番、小林です。１８ページの収入未済額で、町営住

宅で３２万０６０円という、家賃としてはかなりまとまった金額が出ておりますけど

も、これの、一体何戸ほどの戸数分なのか、また、どのくらいの長期間のものなのかお

聞かせください。

○議長（安部 重助君） 住民生活課長。

○住民生活課長（吉岡 嘉宏君） 住民生活課、吉岡です。３２万０６０円の収入未済

額の件でございます。これは１件、お一人です。毎月、徴収に担当が行っているという

ところでありまして、役場にお見えになったときも督促をさせていただいて、厳しくは

言っておるんですけども、なかなかくれてないんで、もちろんおうちのほうにも、最低

月１回は行っているいう中で、こういった状態であります。努力はさせてもらっとるん

ですけど、なかなか進まないというところであります。最低でも一月０００円は最低

下さいねと、０００円以上下さいねという、そこまで踏み込んだ話もしとんですけど

も、なかなかいただけないというところであります。以上でございます。

○議長（安部 重助君） 小林和男議員。

○議員（10番 小林 和男君） １件と聞いて、ちょっと愕然とするわけなんですけども、
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未払いがずっと長期間続いているいうことなんです。入居する場合の保証人とかそうい

ったことはないんですか、この町営住宅には。当人が払えなかったら、ほかに誰か責任

転嫁するいう方法はないんですか。

○議長（安部 重助君） 住民生活課長。

○住民生活課長（吉岡 嘉宏君） おっしゃるとおりで、保証人というのは設定はしてお

るんですけども、とにかく本人第一主義いうことでやっております。保証人に当たった

らどうだという話も今お伺い、御指導いただきましたんで参考にさせてもらって、今後

の徴収努力に生かしたいと思います。ありがとうございます。

○議長（安部 重助君） ほかにございますか。

藤原裕和議員。

○議員（１番 藤原 裕和君） １番、藤原です。先ほどの藤原資広議員のところで関連

をするんですけれども、税務課のほうにお尋ねするんですけれども、いろいろ徴収努力

という部分での質問になろうかと思うんですけれども、担当課は訪問なり、いろいろそ

ういう形で徴収をしようということで努力をされておる。そうした中で、この２７年度

の決算ということで、今までにないような取り組みなり、また、こういうこということ

で重点を置いておられることがあるならば、この際、この決算の審議でお答え願いたい

と思います。

課長みずから、そういう形では大変大きな部分で徴収をしようということで努力され

ておるということは、本当に職員の中でも大変だろうと私は思うんですけども、課の中

ではそこら辺についても、どのようなことで徴収努力ということで、皆、課をまとめ上

げられておるのかということと、たしか異動なりがあって、税務課も結構職員がかわら

れたり、新しい職員も入られておると思うんで、そこら辺についてもお答え願いたいと、

２７年度はどういう課の中での仕事内容であったのかということをお尋ねをいたします。

○議長（安部 重助君） 税務課長。

○税務課長（和田 正治君） 税務課、和田でございます。徴収努力という部分につきま

しては、委員会等でもいつも申し上げておるところでございますけれども、年３回の徴

収強化月間というものを設けてございまして、それにつきましては例年どおり実施をさ

せていただいておるところでございます。

先ほど裕和議員も申されましたように、昨年度、異動等もございまして、新しい職員

の中で取り組みもしてまいったわけですけれども、そういった中で、昨今の現年度の徴

収率の低下ということもございますので、特に現年度に向けて徴収努力をしていくとい

う取り組みを、重立ったところでさせていただいたところでもございます。

過年度分につきましては、長期滞納の方もございますし、また高額滞納の方もござい

ますので、なかなか動きとしては弱いというところはございますけれども、そういった

部分につきましては、先ほど資広議員の中でも申し上げましたように、それ以上の徴収

が可能でないという部分につきましては、早期の執行停止をかけるなりの事務的なこと

－１５９－



もしっかり取り組んでおるところでございまして、そういった中で、昨年度につきまし

ては、特に時効を迎える部分につきましては、やはりしっかり納税をしていただかねば

ならんということで、確約をとっていくという部分につきましても努力をさせていただ

いたところでございまして、例年以上の確約のしっかりした取り組みもできたかなとい

うふうに考えておるところでございます。

今後におきましても、税務課におきましては、滞納整理委員会の事務局ということも

ございますので、各課との連携もしっかり図りながら徴収努力をさらに努めてまいりた

いと思います。また、県のほうでは、非常に今後、地方交付税にも影響するというよう

な取り組みも、そういった流れも聞いておりますし、そういった中では、さらなる努力

を続けていく必要があるであろうというふうに思っておりますので、滞納整理にもしっ

かり取り組みながら、しっかりとした徴収率向上に努めてまいりたいというふうに考え

ております。以上でございます。

○議長（安部 重助君） 藤原裕和君。

○議員（１番 藤原 裕和君） いろいろされておるようなんですけれども、もう１点、

先ほども答弁があったんですけれども、現年の課税というこの部分の未納がやはり一番

になろうかと思うんですけれども、ここら辺を早く手だてするなり、そういうことで、

課の中でも対応していただいて、未納の部分をふやすということのないような対策がと

れないものなのかなということでお尋ねするんですけれども、どこの町でも、どこの市

でも大変苦労されておると思うんですが、そこら辺についての神河町の税務課のそうい

う協議会、いろいろな近隣との協議会があろうと思うんですけど、そこら辺については、

こういう現年の課税の未納額をふやさない取り組みという部分ではどのようなことで協

議されておるんか。協議されてなかったら仕方ないんですけれども、その点については

どうですか。

○議長（安部 重助君） 税務課長。

○税務課長（和田 正治君） 税務課、和田でございます。現年分につきましては、最初

の納期限を迎えて、当町におきましては約１カ月半後には督促状が行くようになってご

ざいます。その後におきましては、先ほど申し上げました年３回の強化月間を設けてお

る中で徴収努力をしていくという取り組みをいたしております。ただ、先ほど申し上げ

ましたように、新たな未納者をふやさないというところで、できるだけ早期の呼びかけ、

あるいはまた納税相談の実施をするということでの取り組みを行っておるところでござ

います。

いかんせん、長期滞納、あるいは高額滞納、数年にまたがるそういった滞納者の方々

につきましては、現年がどうしても滞りがちになってございますけれども、そういった

部分につきましても、でき得る限り現年を優先をした中で、さらに過年度分を納めてい

ただくという、そういった工夫もしながら徴収努力をいたしておるところでございます。

○議長（安部 重助君） ほかにございますか。
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三谷議員。

○議員（９番 三谷 克巳君） ９番、三谷でございます。滞納整理委員会の関係でお尋

ねをするんですが、昨日、監査委員さんの報告の中に、各課の連携が不十分やという意

見がございました。ですので、まだこの意見をいただいてから一月しかたってないんで

すが、この監査委員さんの意見に対して取り組まれていく、このような対応をしようと

いうことを既に決められたか、もしくは今後、この意見に対してどのように対応してい

くかということを考えておられる点をお聞かせ願いたいと思います。

○議長（安部 重助君） 税務課長。

○税務課長（和田 正治君） 税務課、和田でございます。その点につきましては、そう

いった監査委員さんの御指導もあったところでございますので、昨年度、そういった部

分では努力が足らなかったということでございますし、滞納整理委員会につきましても、

定期的な開催を持った中で、各課との連携をしっかり図っていく必要があるであろうと

いうふうには思っております。そういった部分では、定期的な開催をしながら、しっか

りすり合わせを、一人一人個別にすり合わせをしながら徴収努力をしたいというふうに

考えております。

○議長（安部 重助君） ほかにございますか。ほか、ございませんか。

〔質疑なし〕

○議長（安部 重助君） ほか、ないようでございますので、次に移ります。

続いて、１４款国庫支出金から２１款町債、５２ページまでをお願いします。

藤原資広議員。

○議員（５番 藤原 資広君） ５番、藤原でございます。３７、３８ページに財産運用

収入があるんですけど、その一番下に町有地貸し付け収入で、その他ってあるんですけ

ど、その内訳、たしか去年も何か資料もろうたような気があるんですけど、一遍またま

とめてもらって、わかるようにしてもらえたらありがたいんですけども。

○議長（安部 重助君） 総務課長。

○総務課長（日和 哲朗君） 総務課、日和でございます。藤原資広議員からの御質問で

ございますが、この町有地貸し付け収入につきましては個人貸し付けの部分でありまし

て、福本地内等で貸し付けております土地ということになってまいります。現在、４筆

の合計収入というところでございます。以上です。

○議長（安部 重助君） ほかにございますか。

三谷議員。

○議員（９番 三谷 克巳君） ９番、三谷でございます。決算書のページでいいますと、

４６ページになります。備考欄の下から１０項目めの町有自動車損害保険受入金で４５

４万５８５円と、非常に多額の保険金をいただいているという格好になります。納め

ている保険料が２００万余りということの中で、その割合からいいますと、かなりの事

故件数があったんかなというように思います。ですので、今まで議会で報告を受けてい
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る部分以外にもここに含まれておりますんで、この受入金の内容ですね、事故の種類等

も含めて、その一覧表とか、差し支えない範囲でそういうまとめたものを次の委員会に

提示願いたいと思います。

○議長（安部 重助君） 総務課長。

○総務課長（日和 哲朗君） 総務課、日和でございます。先ほど三谷議員が言われまし

た町有自動車損害保険受入金の関係でございますが、全体で４５４万５８５円という

ことになっております。このうち、先ほども言われました地域交流センターの事故の関

係の保険金が大半を占めているというところではございますが、その他公用車、運転中、

入庫時等に一部破損をしたとか、そういった事故等にかかわる賠償金の受け入れもござ

いますので、そのあたりの件数を含めての決算額ということになっております。御指摘

をいただきましたように、一覧表にして、またお渡しをしたいというふうに思います。

以上です。

○議長（安部 重助君） 藤原資広議員。

○議員（５番 藤原 資広君） ５番、藤原です。財産収入のほうもお願いしてもらえる

んですね、財産収入、その他。

○議長（安部 重助君） 総務課長。

○総務課長（日和 哲朗君） 総務課、日和でございます。先ほど申しましたように４件

ということでございます。土地が必要ということでございますので、あわせて資料提示、

後ほどさせていただきたいと思います。以上です。

○議長（安部 重助君） ほかにございますか。

松山議員。

○議員（８番 松山 陽子君） ８番、松山です。資料４３、４４ページのところで、雑

入の集団健診実費徴収金のところ、約２２０万収入があるんですけども、これは受けら

れた町民全ての方が負担というか、受けられたときに支払われた金額ということなのか

と。それともう一つ、次のページに、４６ページなんですけれども、中ほどに、町ぐる

み健診農協協力金ということで３８万０００円、これを雑入で受け入れておられます

が、こういった町ぐるみ健診に関係するお金の動きというところについて、ちょっとお

聞きしたいと思います。

○議長（安部 重助君） 健康福祉課長。

○健康福祉課長（大中 昌幸君） 健康福祉課、大中でございます。松山議員さんの御質

問にお答えしたいと思います。

まず、４３、４４ページにかけた健診実費徴収金という事項でございますが、これは

特定健診、がん検診、婦人健診などの健診の際、いただいた費用でございます。ただ、

現在、５歳刻みの節目健診というのを実施しておりまして、その方については、健診の

機会を提供するということで、５歳刻みの年齢の方については無料とさせていただいて

おります。
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続いて、ＪＡの町ぐるみ健診農協協力金ということでございます。これは、農協のほ

うが農協の共済の事業も兼ねて、農協と町と合同でやるということで、そういう関係で

いただいているように聞いております。健診を受診することによって、農協の共済の要

は事故率といいますか、支払い額が減っていくという絡みのものと聞いております。以

上でございます。

○議長（安部 重助君） 松山議員。

○議員（８番 松山 陽子君） 今先ほど健診実費徴収金のところで説明された分なんで

すけど、節目健診というのは、がん検診に対しての無料ということなんでしょうか、特

定健診についても５歳刻みでの無料という期間があるんでしょうか。

○議長（安部 重助君） 健康福祉課長。

○健康福祉課長（大中 昌幸君） 健康福祉課、大中でございます。特定健診についても、

節目健診はあります。

○議長（安部 重助君） ほかにございますか。ほか、もうよろしいですか。

〔質疑なし〕

○議長（安部 重助君） ほか、ないようでございますので、続いて、歳出に入ります。

１款議会費、５４ページまでをお願いします。質疑ございませんか。

〔質疑なし〕

○議長（安部 重助君） 特にないようでございますので、次に移ります。

２款総務費、８８ページまでをお願いします。

小寺議員。

○議員（７番 小寺 俊輔君） ７番、小寺です。済みません、少しちょっと防犯灯のこ

とでお聞きしたいんですが、決算資料でいきますと、まず６４ページに、１９節の負担

金のところに、寺前駅前街路灯組合負担金で２万０００円上がっています。それと、

決算資料６８ページの１１節需用費、こちら光熱水費として、説明資料を読ませていた

だくと、大河内エリアの防犯灯の電気代として２９万９６５円。ちょっと総務からは

外れてしまうんですけども、次は、９０ページの同じく１１節の需用費ですね、こちら

の光熱水費に、こちらも決算の説明資料によりますと、今度、神崎エリア１２６基の防

犯灯の電気代で５４万４２５円が上がってございます。それと、またもう一つ飛ぶん

ですけど、１３６ページの土木費の中の道路橋梁維持費の中の需用費ですか、こちらの

光熱水費、これは恐らく街路灯の電気代だと思うんですけども、１７２万８１７円。

これ合計しますと２５０万から２６０万ぐらいの金額が分けて上がっているわけでござ

いますけれども、これ一体どのように分けておられるのかというのをちょっと教えてい

ただきたいのと、いわゆる街路灯と防犯灯の違いといいますか、その区分けをどういっ

たところでされているのかというのをちょっと、今わかるところで教えていただけます

か。

○議長（安部 重助君） 住民生活課長。
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○住民生活課長（吉岡 嘉宏君） 住民課の吉岡です。街路灯と防犯灯の違いなんですけ

ども、街路灯については道路を照らす、建設課の管理のものでありまして、防犯灯は住

民の安全⋞安心を守るいうことで、これは住民課管轄ということになっています。防犯

灯におきましては、企画費で上がっている分については、旧の大河内エリアの分を見て

います。それ以外に先ほど小寺議員が言われた分は、民生費のほうで上がっているわけ

です。

町管理というのは、例えば区と区の間で民家が全く途切れてしまって、どこが面倒を

見るのかというのがありまして、民家がもちろんあるところについては、電気代はその

区で見てもらっておるんですけども、責任の所在が曖昧、つまり、民家もないのに何で

区がお金を払うんだということになりますから、そういった区境の部分、曖昧な部分、

民家がない部分については、町がじゃあ面倒を見させていただきますということで、町

が電気代を払うと。

もう一つは通学路ですね。通学路で、民家があっても通学路になっていますよという

部分で、町の責任において電気代を見ましょうというふうになっているところもござい

ます。これは神崎エリアにおいてあります。神崎エリアにおいては、区と区のさっき言

いました狭間で、どこが責任を持つんだ、電気代の責任を持つんだいうとこにつきまし

ては、これも町が面倒を見させてもらっているという。これは、平成１７年の合併協議

のときに、再度事務のすり合わせをやったときに、こういった見解でやりましょうとい

うことでさせていただいているところです。以上です。

○議長（安部 重助君） 小寺議員。

○議員（７番 小寺 俊輔君） 小寺です。合併協議のときのお話ということなんですけ

れども、先日の補正のときに、町管理の防犯灯が１９６基でしたね。１３６ページの道

路橋梁維持費のほうで上がっている光熱水費は、恐らく、その１９６基の中には含まれ

ていない街路灯の部分かなとは思うんです。一体それがどこにあるものなのかとか、ち

ょっとそういう詳細といいますか、防犯灯と街路灯両方、その一覧を、よろしければ次

の特別委員会までに御用意していただければわかりやすいので、可能ですか。

○議長（安部 重助君） 住民生活課長。

○住民生活課長（吉岡 嘉宏君） 住民課のほうには、町管理の防犯灯の地図等を用意し

てますんで、私どもの防犯灯のほうは準備させてもらいます。

街路灯はちょっと、建設課、お願いします。

○議長（安部 重助君） 建設課長。

○建設課長（真弓 俊英君） 建設課、真弓でございます。各路線ごとに一応台帳がござ

いますので、路線名を上げて、ここに何基という形の部分で用意したいと思います。よ

ろしくお願いいたします。

○議員（７番 小寺 俊輔君） お願いします。

○議長（安部 重助君） ほかにございますか。
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藤原資広議員。

○議員（５番 藤原 資広君） ５番、藤原です。そしたら、総務費の一般管理費なんで

すけど、委託料で、１０周年事業ということで盛大に開催されたわけなんですけども、

その経費がもういろいろな款に分かれて出てますんで、全部一応まとめて、結局１０周

年事業の経費がこれだというようなものをちょっとまとめていただければなと思うんで

す。

それと、２つ目です。負担金、補助金ということで、１つ、地方バスの確保対策の中

なんですけども、補助金が前年度と比べて３分の１まで減っているんですけど、何で減

っているのかなということと、あわせて、区長会の負担金等もあるんですけども、補助

金交付団体の一覧表、これも多分、去年もついとったと思うんですけども、その一覧表

の作成をお願いいたしたいと思います。

それと、もう１点なんですけども、財産管理費の中に需用費、昨年もお話ししたんで

すけど、修繕料がたくさん出てます。総務費に限らず、例えば商工でも、あちこちで出

てますんで、去年と同じように需用費の中の修繕料の、一般会計だけでよろしいんで、

プリントアウトしていただきたいと思います。

それから、４点目です。企画費の中で地域創生絡みの事業がかなり出ているんですけ

ども、それが、以前は商工費にあるやつが企画に回ったりいろいろしてますで、峰山高

原に係るもの、例えばモンテ⋞ローザに係るもの、それから砥峰高原に係るものと、何

か分けてもらって一覧表にしてもらえるとありがたいんですけど。事業名がややこしく

て、どれがどっちになっとんかようわからんやつがたくさんあるんです。例えば商工費

でも上がってますし、企画でも上がってますし、その内訳がわかりにくいんで、それを

整理してまとめていただけたら、企画の中ではどういう事業を主に行ったということが

はっきりしますんで、それを一覧表に、特別委員会までにまとめていただければ、その

４点をよろしくお願いいたしたいと思うんですけども、いかがでしょうか。

○議長（安部 重助君） 総務課長。

○総務課長（日和 哲朗君） 総務課、日和でございます。まず最初に、１０周年の関係

でございます。その後の件も含めまして、資料提示を今いろいろと言われておるわけで

すけれども、資料提示につきましてはまた一括して、各委員会での提示要求であったり、

そういう形で今後進めていただいたらいいのかなというのを少し感じております。

まず、１点目の１０周年の記念式典の経費の関係について、簡単に数字だけ御報告を

したいというふうに思います。式典関係で、総額で６４３万０００円余りの支出をい

たしております。６４３万０００円余りです。その内訳としまして、記念品費という

ことで、５１５万０００円余りです。それから、謝礼といたしまして１５万円、それ

から消耗品費といたしまして６４万０００円余り、それから食糧費といたしまして１

万０００円余り、それから印刷製本費といたしまして４２万０００円余り、それか

ら役務費、クリーニング代といたしまして１万０００円余り、それから委託料、これ
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は１０年の歩みをつくった分ですが、３万０００円余りということで、合計６４３万

０００円余りの決算をさせていただいております。これにつきましても、内訳、また

お配りをいたしたいというふうに思いますが、今後の資料提示という部分も含めて、ま

た委員会等で統一していただいて提示していただけたらありがたいなというふうに感じ

ております。以上でございます。

○議長（安部 重助君） ほかにございますか。

ひと⋞まち⋞みらい課長。

○ひと⋞まち⋞みらい課長（藤原登志幸君） ひと⋞まち⋞みらい課、藤原でございます。

先ほど資広議員のほうから、企画費の中での商工関係の部分との混在ということで言わ

れました。地方創生の先行型の事業の中で、現在５つほどの事業区分で実施をする中で、

従来事業を企画費の中で繰越明許という部分で予算対応した部分がございますので、事

業ごとのような形で少し取りまとめたような表を御提示させていただきたく思います。

○議長（安部 重助君） ほか、よろしいですか。

藤原資広議員。

○議員（５番 藤原 資広君） ５番、藤原です。高原マラソンも多分１０周年の中に入

っていると思いますんで、総務費だけじゃなくて、ほかに入っている部分もたくさんあ

ると思いますんで、それも合わせてほしいんです。例えばラジオ体操も多分されている

と思いますし、いろいろあると思うんです。それも、一つくくりにしてもらえたらあり

がたいんですけど。

○議長（安部 重助君） 総務課長。

○総務課長（日和 哲朗君） 総務課、日和でございます。お尋ねの趣旨は理解をいたし

ております。現在、総務費の中で１０周年の式典という捉え方をしましたので、先ほど

のようなお答えになってしまいました。あと、高原マラソンにつきましては、実行委員

会形式でやっておりますので、またそちらのほうで決算もできております。ラジオ体操

等につきましても、所管課のほうでの対応ということになってございますので、その中

での対応ということでさせていただければと思います。よろしくお願いいたします。

○議長（安部 重助君） ほか、ございますか。

小林議員。

○議員（10番 小林 和男君） １０番、小林です。７４ページのＣＡＴＶの番組制作委

託に関連しての質問なんですけども、ＣＡＴＶで放送された糖尿病教室を見たんですけ

ども、すごくわかりやすい番組で、病院の薬剤の女性の方がその番組で説明されたんで

すけども、病気の仕組み、それからそれに対する薬、教室やから、教室の状況やったん

で、糖尿病患者が見れば必ず役に立つ番組であったと思います。

その番組の最後に姫路ケーブルテレビ制作とあったんですけども、その番組、病院が

つくったものか、姫路ケーブルテレビがつくったものか、そこもちょっと定かじゃない

んですけども、ああいった番組の著作権は病院になるんですか、それとも姫路ケーブル
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テレビのものになるのか。また、ああいった番組は保存版としてＤＶＤに焼いて、患者

の中で希望される患者には安価で販売していただいたら、せっかくのいい番組が１回の

放映で流れてしまう、見る機会をなくしてしまう、もったいないように思うので、その

辺のところをちょっとお尋ねします。

○議長（安部 重助君） 情報センター所長。

○情報センター所長（藤原 秀洋君） 情報センター、藤原でございます。番組に対する

御意見ありがとうございます。著作権につきましては、一応、本来の著作権は姫路ケー

ブルテレビが持っておりますが、町が買い取っておりますので、町のほうの著作権にな

るものでございます。あと、番組の複製につきましては、１番組いいますか、ＤＶＤ１

本に入る中で０００円という形での販売はさせていただいてますので、御利用いただ

いたらと思います。以上でございます。

○議長（安部 重助君） ほかにございますか。ほか、ございませんか。

小林議員。

○議員（10番 小林 和男君） 済みません、今の質問に関連してなんですけども、その

番組は販売が可能というふうなことなんですけども、病院の糖尿病患者にも、それは周

知が行き届いているんやろうかね。そこら辺、病院との連携がどのようになっているか

というふうなとこ、お尋ねします。

○議長（安部 重助君） 病院事務長。

○病院事務長（藤原 秀明君） 病院の藤原でございます。病院におきましては、糖尿病

教室を継続して行っております。ですので、どの段階におかれましても参加していただ

けるように、予約不要で、いつでも参加していただけるような状況で、院内掲示もして

おります。また、ＤＶＤで、番組を内科の待合で放送もさせていただいております。あ

と、栄養指導などにおきましても、糖尿病患者さんの栄養指導、食べ物の指導なども行

っておりますので、それぞれ主治医の先生方にまた御相談していただくのもよろしいか

と思います。以上でございます。

○議長（安部 重助君） ほかにございますか。

教育課長。

○教育課長（松田 隆幸君） 松田です。先ほど藤原資広議員さんの質問のラジオ体操と

マラソンの部分ですが、決算説明資料の７５ページの中央、スポーツ振興事業の中で、

ラジオ体操についてはその経費の内訳を上げております。マラソンについては総額で上

げておりますが、これについては詳細の決算書を提出をするということで理解させてい

ただいたらよろしいでしょうか。ラジオ体操については、この決算説明資料でいいです

か。別個に出せということですか。

○議員（５番 藤原 資広君） そしたら、わかりやすいようにしてください。

○教育課長（松田 隆幸君） はい、わかりました。

○議長（安部 重助君） 勝手にやりとりせんとってください。
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よろしいですか。

ほか、ございませんか。

藤森議員。

○議員（６番 藤森 正晴君） ６番、藤森です。７８ページの一番上の枠に、同じく１

０周年記念で、原動機付自転車のナンバーをという形で、５００枚のうち５０枚、説明

資料では、が交付されたということなんですが、あと今後、それは、ずっと原付のナン

バーについての交付は、５００枚の分はやるという形の考えなんですか。

○議長（安部 重助君） 税務課長。

○税務課長（和田 正治君） 税務課、和田でございます。いわゆるカーミンナンバーの

ことでございますが、５００枚をつくらせていただきまして、今現在のところで約５０

枚程度が出ているということでございまして、そのまま使わないというわけにも当然い

きませんし、今後さらにカーミンを、愛着を持ってＰＲをしてまいりたいというふうに

思いますので、そういった部分では一応なくなるまで使用してまいりたいというふうに

考えております。

○議長（安部 重助君） 藤森議員。

○議員（６番 藤森 正晴君） 藤森です。これは、町からの強制的な形でつけてくださ

いじゃなしに、拒否された方はつけないというような扱いになるんですか。それともも

う、この５００枚が済むまで、購入される方なり、買える方は使ってくださいというよ

うな形のお願いなり、強制的な形でいくもんではないんですね。

○議長（安部 重助君） 税務課長。

○税務課長（和田 正治君） 税務課、和田でございます。あくまでも強制するものでも

ございませんので、通常のナンバーも用意してございます。一応どちらをつけられます

かということで御案内もさせていただいておりますので、必ずしもカーミンナンバーと

いうわけではございませんけれども、できましたら、こちらの要望としましても、カー

ミンナンバーをつけていただきたいという部分もございますので、そういった部分では、

お求めになる方にその辺、お話をさせていただきたいと思います。

○議長（安部 重助君） ほかにございますか。

〔質疑なし〕

○議長（安部 重助君） ほか、ないようでございますので、次に移らせていただきます。

次に、３款民生費、１０２ページまでをお願いいたします。質疑ございませんか。特

にございませんか。

〔質疑なし〕

○議長（安部 重助君） ないようでございますので、次に移らせていただきます。

次に、４款衛生費、１１２ページまでをお願いいたします。

小林議員。

○議員（10番 小林 和男君） １０番、小林です。１１０ページの公害対策費について、
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水質検査が委託されているんですけども、これは毎年、同じ河川の同じ定点検査だと思

うんですけども、その水質の推移の移行はどのような状況なのか、だんだん水質が悪く

なっているのか、よくなっているのか、また、できればそういった変化がわかるような

データがいただけないものか、お願いします。

○議長（安部 重助君） 住民生活課長。

○住民生活課長（吉岡 嘉宏君） 住民課、吉岡でございます。毎年、水質検査をさせて

いただいて、端的に言わせていただくと、水質は悪化はしておりません。わかるような

ものを御用意をさせていただいて、決算特別委員会のほうに出させていただきたいなと

思います。以上です。

○議長（安部 重助君） ほかにございますか。ほかはございませんか。

三谷議員。

○議員（９番 三谷 克巳君） ９番、三谷でございます。決算書でいいますと１１０ペ

ージ、予算説明資料では４３ページになりますが、地球温暖化対策実行計画書を策定し

たということで決算が上がっているわけですが、その中で、決算説明資料のほうの内容

を見ますと、状況を把握して、削減目標の設定及び具体的取り組みを検討したというこ

とで、この分の計画の内容について、報告を受けているかもしれないんですが、ちょっ

と覚えていないんで、その内容について、この計画の内容を大まかに説明をお願いした

いと思います。

○議長（安部 重助君） 住民生活課長。

○住民生活課長（吉岡 嘉宏君） 住民生活課、吉岡でございます。地球温暖化実行計画

の策定の委託料３５１万円の件でございます。これは、平成２２年を皮切りに、５年ご

とにこういった温暖化対策について、各自治体、地方公共団体は作成をしなさいねとい

うふうに国のほうから義務づけをされ、２７年度に見直しを行ったというところであり

まして、温室効果ガスの削減に向けて、私が知っている限りの話でいいますと、特に公

共施設、これが温室効果ガスを出していて、僕もこの前、少しコンサルと話したんです

けども、産業活動、企業活動においては省エネ法という強い縛りがあって、むしろ企業

活動というより、今問題になっているのは、公的機関、公共施設についてＣＯ２ の排出

量が多いと。要は電気をよく使うという、こういった話でありまして、それをいかに削

減、縮減をし、省エネ対策を施した機器を使うように持っていくと、こういった取り組

みをしています。

少しこの話からは進むんですけども、そういった中で、２８年度予算も上げてました

けども、カーボン⋞マネジメント事業ということで、三谷議員指摘のこの計画書をつく

っていった中で、次のステップでカーボン⋞マネジメント事業、ことしの予算出させて

もろうとるんですけども、その中で、特に公共施設のＣＯ２ の出方が多いので、これを

削減するために、例えば、きのうも壊れましたけどね、故障しましたけど、役場の空調

を省エネ型のものに、今いいもんがいっぱい出てますんで、これを環境省の認めるよう
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な能力のあるもんにかえなさいよと、そうすると３分の２の補助で出しますよと。例え

ば、ざっと、役場でいいますと１億ぐらいかかりますんで、クーラーかえよう思うたら

１億はかかるんですけども、これが国の補助金で３分の２を補償してもらえるというこ

とで、国も非常にＣＯ２ 削減に向けて本腰だなというふうに本当に思います。そういっ

た中での第２段階の地球温暖化対策実行計画改訂版をつくって、次は公共施設の対策を

どうするんだというような、そういった計画書をつくったというとこです。２８年度で、

カーボン⋞マネジメント事業で具体的な取り組みを進めると、公共施設において進める

と、こういった流れになっております。以上でございます。

○議長（安部 重助君） ほかにございますか。

ほか、ないようでございますので、次に移ります。

５款農林水産業費、１２６ページまでをお願いします。

藤原資広議員。

○議員（５番 藤原 資広君） １２３、１２４に林業振興費があるんですけど、そこで、

負担金、補助金で、山林の間伐だとかいろんなもので、いろんな補助金が出とんですけ

ども、今までは説明資料として間伐の実施状況という、過年度の分と現年度、ずっと表

にされていたんですけども、その表にまとめていただいたらわかりやすいし、当然まと

められていると思いますので、そういう資料で提示をしていただけたらありがたいんで

すけども、いかがでしょうか。

○議長（安部 重助君） 地域振興課長。

○地域振興課長（石堂 浩一君） 地域振興課、石堂でございます。数量的なものと面積

的なもんの一覧表という格好で、それは提示できると思いますので、また後ほど準備さ

せていただきます。以上です。

○議長（安部 重助君） ほかにございますか。ほか、ございませんか。

ないようでございますので、次に移らせていただきます。

６款商工費、１３２ページまでをお願いいたします。

藤原資広議員。

○議員（５番 藤原 資広君） ５番、藤原です。そしたら、商工関係３点ちょっとお伺

いをいたします。

１つは、１２７、１２８で、観光振興費の中の委託料で、観光案内の設置費用１００

万上がっているんですけども、たしか去年８０万ほどやったかな、その前の年もかなり、

１００万近くやったような記憶もあるんですけど、かなりの看板を立てられていると思

うんですけども、どういう看板を立てられているのか、何か表にでもしてもろうたらわ

かりやすいかなと思うんですけども、それを一つお願いできないかなということと、２

つ目です。それぞれ今３つの委員会があるんですけども、委員会の中に必ず４名の方お

られないんで、産建では観光施設の管理状況の一覧表はいただいたと思うんですけども、

まだいただいていない方もあると思いますんで、多分もうつくっておられると思います、
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管理一覧表、Ａ３ぐらいの大きさかな、１枚物にしたもん。また皆さんに提供していた

だければなと思いますのと、最後の１点なんですけど、企画費でも言うたんですけども、

地域創生関連で、かなり商工費も出ていると思うんですね。例えば観光協会でも、たし

か去年は６７０万ぐらいが、ことしは０００万ぐらいにもなったりもしてます。それ

から、例えば寺前駅前関連の事業もいろいろあったりしますんで、それも、例えば観光

協会絡みの部分、それから例えば高原の部分、それから寺前部分とかいうように分けて

何かわかりやすいようにしてもらえれば、全体の商工費の中の動きもわかると思うんで

すけども、ただ、先ほども言いましたように、地域創生ということでダブってますんで、

よう似た名前がたくさんありますんで、どちらをどちらに分けられるとかわからないん

で、そういう意味でちょっとお尋ねしておるんですけども、いかがでしょうか。

○議長（安部 重助君） 地域振興課観光振興特命参事。

○地域振興課参事兼観光振興特命参事（山下 和久君） 地域振興課、山下でございます。

資広議員さんおっしゃるとおり、毎年毎年看板をつくっているような感じにとられると

思います。それにつきましては、いろんな方から御要望を伺うわけです。例えば、その

施設までの距離が長いので、要は、当方では十分だと思っていますが、あと何キロとい

う看板をつけてほしいとか、それから、もっとわかりやすい看板に直してくれとか、そ

ういうことで毎年毎年看板を上げるわけです。私たちは十分だとは思っていますけれど

も、一般の方からとか、インターネット、ホームページを通じて、いろんな意見を受け

ますもんですから、その都度その都度対応しているというのが現状でございます。

それで、先ほどの１００万の部分についてですけれども、ホテルモンテ⋞ローザの部

分とグリーンエコー笠形の分、それから峰山高原の部分です。それぞれ、ホテルモンテ

⋞ローザについては３０万円、グリーンエコー笠形につきましては４０万円、峰山高原

ホテルにつきましては３０万円の看板を新しくつけております。

それから、先ほど来、総務費の企画費のほうでも、この部分についても、私自身やっ

ている中で非常にわかりにくい部分もあります。というのは、地域創生絡みで、その補

助対象になるというふうなことがあったもんですから、急遽そういうふうに回したもの

がございます。それとあわせまして、この予算説明資料のほうでも多くの事業が、大河

内高原整備費というのは大体一くくりでまとまっているんですけれども、それ以外の部

分については、観光施設と管理運営事業とか、さまざまなもんが一緒になって入ってい

ます。それの部分についてわかるような表というんですか、非常に難しいんですけれど

も、地域創生絡みのほうではきちっと色分けした部分がございますので、できるだけ意

向に沿った資料を提出したいというふうに思います。

○議長（安部 重助君） よろしいですか。

ほか、ございますか。ほか、ございませんか。

〔質疑なし〕

○議長（安部 重助君） ないようでございますので、次に移らせていただきます。
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７款土木費、１４０ページまでをお願いいたします。

藤原裕和議員。

○議員（１番 藤原 裕和君） １番、藤原です。先日、代表監査委員さんの最後の意見

ということで、決算書にも載っとんですけども、この１番目ということで、建設課なり、

質問したいと思います。

集落要望なんかの関係での意見が１項目めに入っておるんですけれども、ここら辺に

ついて、担当課、そういう部分で努力をされたいとか、また、建築工事ならば中村の住

宅の関係になるんかもわかりませんけれども、そういう部分での十分にこういう現場管

理、徹底されたいとか、そういうように１項目めに入っておるんで、ちょっとこの部分

で、担当課のほうで監査委員さんに対する、藤原日順議員も監査委員なんですけれども、

こういう場でお答え願いたいと。よろしくお願いします。

○議長（安部 重助君） 建設課長。

○建設課長（真弓 俊英君） 建設課、真弓でございます。ただいまの藤原裕和議員さん

の質問についてお答えさせていただきます。

監査委員さんの意見の中の１点目に記載されております工事の早期発注、早期完了と

いうところでお答えしたいと思います。工事につきましては、どういうんですか、田ん

ぼとか用水、排水に関係ない部分、それから河川の出水に関係ない部分に関しては、地

元区長さんと早目に協議をさせていただきながら発注させていただくように、課員と打

ち合わせしながらさせていただいているところでございます。実は出納閉鎖期間という

のが５月までございまして、その部分で、やはり前年度の工事の精算をやった後の区長

さんとの協議を進めるということになっていきますんで、なかなか９月までの発注件数

は、田んぼとか用水、そこら辺の関係もございますので、進捗がなかなか見えないとこ

ろでございますが、できるところから進めていくという形で今現在、取り組んでいると

ころでございます。なるべく早目の完了というところを目指して、課全体として進めて

いきたいと考えております。以上でございます。

○議長（安部 重助君） 地域振興課長。

○地域振興課長（石堂 浩一君） 地域振興課、石堂でございます。中村団地の建築の件

ですけども、中村団地におきましては、毎月１回、定例会ということで、私が時間があ

りましたら、私と担当者と、そして設計監理のほうを任せている業者さんと、それと、

今工事を請け負っている方の責任者の方と、その下請の方々ということで、そういう全

体的な工程と、それから今月こうしますよという工程管理、そして、その中で、基礎の

コンクリートを打つんやったら、その打つときに立ち会いするというふうな感じで、全

体的なことはそういう工事の中で、お互い工程管理等々はそういう打ち合わせでやって

おります。建築のほうでは、その程度のことしかお答えできませんけども、よろしくお

願いします。

○議長（安部 重助君） ほかにございませんか。
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小林議員。

○議員（10番 小林 和男君） １０番、小林です。１４０ページの消防費に関連しての

質問なんですけども。

○議長（安部 重助君） ちょっと待って、消防費は次なんで、まだ入っていません。

○議員（10番 小林 和男君） そうですか。

○議長（安部 重助君） ほかにございますか。

三谷議員。

○議員（９番 三谷 克巳君） ９番、三谷です。非常に細かいというのか、あらを探し

たような質問になるんかもしれませんが、決算書でいいますと、１３８ページの一番下

の段、住宅管理費の中で、火災保険料が１９万円余り、そして、次のページの１４０ペ

ージの住宅建設費で、ここにも同じく役務費で、公有建物等火災共済損害保険料いうこ

とで、これは中村団地の多分一月分ほどの保険料やと思うんですね。ですので、単に決

算書をつくるときに、備考欄の字句が間違うとったという話なのかどうかわかりません

が、この部分をそのまま解釈しますと、住宅については火災保険料だけしか入ってませ

んよと。そして、こっちのほうの公有建物火災損害いうのは、これは自然災害ですね、

等も含めた台風なんかでの災害ですね、これも含めた保険というふうに私は理解してい

るのですのが、この辺の取り扱いを、町営住宅については取り扱いを変えられているの

か、もしくは単に決算書の印刷上だけでの問題なのか、その辺についてお尋ねをしたい

と思います。

○議長（安部 重助君） 保険対応、総務課長、できる。保険対応は。

総務課長。

○総務課長（日和 哲朗君） 総務課、日和でございます。内容を再度確認をさせていた

だきまして、正しい字句でまた後ほど報告をさせていただくということで、よろしくお

願いしたいというふうに思います。

○議長（安部 重助君） 三谷議員。

○議員（９番 三谷 克巳君） 次の委員会で結構ですんで、やはりこういう施設ですね、

についてはどのように維持管理というんですか、していく部分の中で、そういう保険一

つについても、やはりきちっとした中での対応というのが、各課ばらばらの対応じゃな

くして、町まとめての対応をお願いしたいいうことで、その辺についての説明いうんで

すか、資料等も含めてですが、次の委員会でお願いしたいと思います。

○議長（安部 重助君） 総務課長。

○総務課長（日和 哲朗君） 総務課、日和でございます。そのように対応をさせていた

だきます。

○議長（安部 重助君） ほかにございますか。

〔質疑なし〕

○議長（安部 重助君） ほか、ないようでございますので、次に移らせていただきます。
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次に、８款消防費、１４６ページまでをお願いいたします。

小林議員。

○議員（10番 小林 和男君） １０番、小林です。消防費に関連しての質問です。２７

年度にライフジャケットを要望ということでしたんです。委員会では、２７年度は予算

がつかなくて、２８年度は県の助成がなくても町費で準備するというふうな答弁いただ

いているんですけども、その準備が、できればこの台風シーズンまでに団員に行き渡る

ようにできないものか。命にかかわるものですから、同じ購入していただけるもんであ

れば、シーズンに活用できるというふうな思いがあるんですが、その辺はいかがですか。

○議長（安部 重助君） 住民生活課防災特命参事。

○住民生活課参事兼防災特命参事（田中 晋平君） 住民生活課、田中でございます。た

だいまの小林議員の質問にお答えさせていただきます。

私どもも台風シーズンに備えるように事務を進めまして、９月中旬、週明けには、各

団員、詰所に配備できるように納品の段取りを進めております。以上でございます。

○議長（安部 重助君） ほか、ございますか。

小寺議員。

○議員（７番 小寺 俊輔君） ７番、小寺です。決算書でいいますと、１４４ページの

下から２段目の備品購入費ですね。防災備蓄品購入費で５３万円上がってございますけ

れども、神河町、災害のときの避難対応とかだと思うんですけども、一体何人の方が何

日ぐらい避難できる分を蓄えられているのかを教えていただけますか。

○議長（安部 重助君） 住民生活課防災特命参事。

○住民生活課参事兼防災特命参事（田中 晋平君） 住民生活課、田中でございます。県

と協議しまして、地震等の被害想定の中で、３００人につきまして、初期段階の３日

分の備蓄を用意しております。以上でございます。

○議長（安部 重助君） ほかにございますか。

松山議員。

○議員（８番 松山 陽子君） ８番、松山です。今、小寺議員が質問された件での回答

を受けてなんですが、３００人の３日分、これは食品だけの分なんでしょうか。例え

ば寝具とか、日用雑貨というんですか、どうしても必要なものとかあろうかと思うんで

すけれども、そういったものは含まれていないんでしょうか。

○議長（安部 重助君） 住民生活課防犯特命参事。

○住民生活課参事兼防災特命参事（田中 晋平君） 住民生活課、田中でございます。松

山議員の質問にお答えさせていただきます。

今の３００というのは非常食でございまして、質問にありましたように、日常生活

用具、ティッシュとかおむつとかは数が少なくなりますが、最低限の用意はしておりま

す。以上でございます。

○議長（安部 重助君） 失礼しました。先ほど防犯特命参事と言いました。防災特命参
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事の間違いです。訂正します、おわびします。

ほかにございますか。ほか、特にございませんか。

〔質疑なし〕

○議長（安部 重助君） ないようでございましたら、次に、９款教育費、１７８ページ

までをお願いします。

藤原資広議員。

○議員（５番 藤原 資広君） ５番、藤原です。１７３、１７４に学校給食事業に係る

経費が出ておるんですけども、これも毎年度、学校給食事業に係る経費の推移表という

のが多分ついていたと思うんですけども、時間までに、恐らくつくっておられると思い

ますんで、御提示願えればなと思うんですけども、どうでしょうか。

○議長（安部 重助君） 教育課長。

○教育課長（松田 隆幸君） 総務文教の資料の中で不足している部分について、また御

指摘いただいて、その分の資料の作成をしたいと思いますので、よろしくお願いします。

○議長（安部 重助君） 今の答弁でよろしいですか。

ほか、ございませんか。

小林議員。

○議員（10番 小林 和男君） １０番、小林です。１６６ページの一番下のエレベータ

ーの保守点検委託料で、１１８万０００幾らあるんです。エレベーターの保守点検は

大体四、五十万が例年の金額と思うんですけども、特に突出して高いのは何か特別な理

由があったんでしょうか。

○議長（安部 重助君） 教育課長。

○教育課長（松田 隆幸君） これにつきましては、神崎公民館と中央公民館２台分でご

ざいます。１台当たり６０万余りということで、２台分の対応金額でございます。

○議長（安部 重助君） ほかにございませんか。

藤森議員。

○議員（６番 藤森 正晴君） ６番、藤森です。１５４ページの一番下に、中学校費の

選手の派遣引率旅費が上がっております。これと、次のページの１５６の下から２番目

に各種大会生徒の派遣の負担金という形で上がっておるんですけど、これ、どこまでの

形の負担金であり、金額と判断していいんですか。

○議長（安部 重助君） 教育課長。

○教育課長（松田 隆幸君） ページ数、もう一度お願いしたいんですけども。

○議長（安部 重助君） １５６ページの各種大会生徒派遣負担金と、１５４ページの選

手派遣引率旅費。

○教育課長（松田 隆幸君） わかりました。１５４ページの選手派遣引率旅費につきま

しては、教員の引率旅費でございます。１５６ページの生徒派遣負担金につきましては、

参加者の参加費でございます。団体の部分につきましては全額、個人の分につきまして
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は２分の１を町のほうで負担をしておるところでございます。

○議長（安部 重助君） 藤森議員。

○議員（６番 藤森 正晴君） ６番、藤森です。教員の分の派遣については、どこまで

の形の金額と判断していいのか、それと、次の生徒の場合の参加費なんですが、参加費

のみなんか、それとも途中の交通費とかそういったもんも含まれるのですか、どうです

か。

○議長（安部 重助君） 教育課長。

○教育課長（松田 隆幸君） 教育課、松田です。まず、１５４ページの選手派遣の引率

旅費につきましては、県費で出ないものにつきまして、練習試合等も含めて、教諭の旅

費を出しております。

それから、もう一つの質問、生徒の方は何でしたっけ……（「派遣負担金は参加費

か」と呼ぶ者あり）参加費だけです、旅費については出ておりません。ただ、バス代等

につきましては、公式の大会につきましては町費のほうで支出をしております。

○議長（安部 重助君） ６番、藤森議員。

○議員（６番 藤森 正晴君） ６番、藤森です。本年度もたくさんの横断幕も上がり、

それぞれ子供たちも頑張っておりますので、予算に入ると思うんですけれど、もう少し

やはり考えていくべき必要もあろうかと思いますので、その件も考慮して、よろしくお

願いします。

○議長（安部 重助君） 教育課長。

○教育課長（松田 隆幸君） 松田です。本年度も９名の児童⋞生徒が全国大会に出場し

ました。その中で、小学生についてはやはり保護者もついていかないとなかなか対応が

できないという中で、今の規定ですと、顕彰するということで、横断幕について対応す

るということで規定をしておりますが、来年度に向けて、そういう部分の多少なりとも

支援ができないかということで、町長からも指示を受けて検討をしておるところでござ

います。

○議長（安部 重助君） ほか、ございますか。

松山議員。

○議員（８番 松山 陽子君） １６４ページの負担金、補助及び交付金のところの中ほ

どにあります、くすの木学級負担金、１１万出ているんですけども、このくすの木学級

の状況なんですが、今、参加は郡内の方だけなのか、姫路の方も参加あるのか、それか

ら大体年齢構成はどのぐらいなのか教えていただきたいと思います。

○議長（安部 重助君） 教育課長。

○教育課長（松田 隆幸君） くすの木学級の状況ということで、郡内で、姫路市も含め

まして約２０名余りの方が参加をされております。町内からは現在２名の方が参加をし

ていただいておりまして、聴覚障害の方の取り組みをしておるところでございます。年

齢構成はかなり高くなっておりまして、５０代、６０代、７０代というところが中心で
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ありますが、数名の方は若い方が少しずつ入られているというふうな状況ですが、年齢

につきましては、かなり高齢化をしているというのが現状でございます。

○議長（安部 重助君） 松山議員。

○議員（８番 松山 陽子君） ８番、松山です。町内の方で、例えば義務教育を受けら

れているような中で、ここに、くすの木学級に参加されたらなというような対象の方は

いらっしゃるんでしょうか。

○議長（安部 重助君） 教育課長。

○教育課長（松田 隆幸君） 今のところ、町内では１名の方が視聴覚ということで聞い

ておりますが、その方につきましても案内をするようにしていっておりますので、今後、

本人の方の希望によって参加をいただければ対応していきたいというふうに思います。

○議長（安部 重助君） ほか、ございませんか。

〔質疑なし〕

○議長（安部 重助君） それでは、次に、１０款公債費から、財産に関する調書の最後

までをお願いいたします。

藤原資広議員。

○議員（５番 藤原 資広君） ５番、藤原です。公債で、合併特例債の一覧表なんです

けど、毎年資料としていただいとるんですけども、２７年度分を加えた分の一覧表をお

願いをしたいんですけども、いかがでしょうか。

○議長（安部 重助君） 財政特命参事。

○総務課参事兼財政特命参事（児島 修二君） 総務課、児島でございます。合併特例債

の発行状況については、今までも順次、その年度によって実施した分、それと実施見込

みということで出させていただいておりますので、その表に準じて、平成２７年度の実

施分を加えまして作成をして、またお配りをしたいと思います。

○議長（安部 重助君） ほかにございませんか。

〔質疑なし〕

○議長（安部 重助君） 特にないようでございますので、１０款を終わらせていただき

ます。

ここで暫時休憩いたします。再開を１０時３５分といたします。

午前１０時１７分休憩

午前１０時３５分再開

○議長（安部 重助君） 再開します。

総括に入る前に、先ほどの説明の中で一部訂正の申し入れがありましたので、ここで

許可します。

まず、３款の松山議員の質問についてで、あとの答弁の説明がちょっと不適切であっ

たということで訂正がございます。
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健康福祉課長。

○健康福祉課長（大中 昌幸君） 健康福祉課、大中でございます。先ほどの松山議員さ

んからの健診の実費徴収金、決算書で申し上げますと、４３、４４ページでございます。

私のほうでは節目健診のみということでお伝えいたしましたが、生活保護を受給してい

る方については免除ということになっております。それと、社会保険や共済保険の被扶

養者で、１００％をその医療保険者が費用を持つという受診券を持ってこられた場合、

個人の負担金はありません、徴収金はないということで、訂正しておわび申し上げます。

以上でございます。

○議長（安部 重助君） また後ほど総括の中で、不明な点がありましたら質問してくだ

さい。

次に、４款、三谷議員についての答弁の中で説明不足があったということでございま

す。

住民生活課長。

○住民生活課長（吉岡 嘉宏君） 住民生活課の吉岡でございます。決算書の１１０ペー

ジの衛生費の委託料の地球温暖化対策実行計画策定業務委託料３５１万円の中の、三谷

議員さんへの説明の中で、役場のクーラーですね、空調施設、これのやりかえを計画し

てますよという話ししましたが、ざっと１億いう話ししましたが、１億は材料代だけで、

工事費が入っておりません。コンサルの話を聞くと、 ５倍ぐらいの事業費、１億０

００万ですね、ぐらいになるんではないんかなということでございましたんで、材料費

だけが１億ということで、非常に説明が不足しておりまして申しわけございませんでし

た。訂正し、おわびします。以上でございます。

○議長（安部 重助君） 総務課長。

○総務課長（日和 哲朗君） 総務課、日和でございます。先ほど住民課長がお答えをし

ました空調にかかわる件でございますが、この業務を現在委託をしておりまして、空調

に関しましては実施設計、これから入ってまいります。その中で最終的な金額は出てく

るというところでございまして、先ほど経費も含めて ５倍というようなことも申し上

げておりますけれども、そこの部分につきましてもまだ不透明というところでございま

すので、御理解をいただきたいと思います。以上でございます。

○議長（安部 重助君） そういうことでございますので、御了承願います。

それでは、総括質疑に入ります。総括で何かございましたらどうぞ。特にございませ

んか。

山下議員。

○議員（３番 山下 皓司君） ３番、山下です。２７年度の決算を見せていただきます

と、健全財政が保持できたというような、監査委員さんのほうからも意見書の中に述べ

られておりますが、数字的に見ましても実質公債費比率も改善されましたと、それから、

昨年から見ますと、額的には少なくなっているかとは思いますけれども、財政調整基金
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の積み立ても行われて、１９億余りの財政調整基金が２７年度末、確保できたというふ

うなことで、私から見ますと、監査委員さんのほうの御指摘のように健全財政が堅持さ

れ、しっかりとした財政運営ができた１年でなかったかなというふうに評価できるんや

ないかと思います。

その中で、ちょっと具体的にお尋ねしたいわけですが、１点、これも説明があったか

もわかりませんけれども、交付税、トータル的には０００万円余りの増になっている

わけですけれども、普通交付税が４５０万近く減った、それが１つですね、どういう内

容やったんかなということ。

それと、特別交付税につきましては昨年度より４８０万円ほど増になったというよ

うなこと。これについても、トータル的にいうんか、総合的に見ますと、神河町がいろ

んな面で、いわゆる特別財政需要が大きいということのあらわれだと思うんですけれど

も、やはり町が取り組んでいったいろんな取り組みがあるわけですけれども、住民の皆

さんの協力というようなことも含めて、いろんな結果、こういう数字が出とんだと思う

んですけれども、その辺のところ、副町長から断片的に聞いておるんですけれども、総

合的に神河町の取り組みがこの特別交付税の上にあらわれているんじゃないだろうかな

というようなところをひとつ、この席でお願いしたいと思います。

この２点についてお願いいたします。

○議長（安部 重助君） 副町長。

○副町長（細岡 重義君） 細岡でございます。健全財政ということで、今まで山名町長

就任後、いろいろと取り組んでまいりました。そういう中で、本当に公債費比率１８％

以上、そのときには二十二、三ございましたけども、それを１８％以下にするんだとい

うことでそれぞれ取り組んで、現在では１ ６にまで健全にしているという状況でござ

いまして、そういう中で、基金につきましても、約３億ぐらいの基金でございましたけ

ども、できるだけ償還の分を、高い償還分を返済して、そして標準化していこうという

ことで、いろいろとそういう起債についても返還方法を考えながら取り組んでおりまし

て、そういう中で起債関係も減ってきたということでございます。また、特別交付税に

つきましても、３億というような当初予算を組んでおりますけども、財政それから総務

課、いろいろと要望する中で、何とか５億をそのまま堅持してほしいと、そのまま続け

てほしいという要望をずっと県のほうに続けているという状況であり、病院を持ってる

ということ、それからいろいろと施設を持ってるというようなこともございまして、３

億ぐらいに減るんじゃないかというような考えでおりましたけども、５億円という金額

を随時、今のところずっと続けていただいているということでありまして、約２億ぐら

い、当初予算と比べるとふえてるということでございます。そういう中で、一生懸命経

費の無駄遣いを省くなり、また、いろいろと職員の給料減額というようなことも実行し

ましたし、そういう中で基金も、３億と言っておりましたけども、今、１９億ぐらいに

ふえているという状況でございます。そういう中で、いろいろと健全化に向けて取り組
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もうということでございます。

また、兵庫県が行っておりますフェニックス共済ですね、それとか、それに加入する

のが県下で３位であるとか、それから選挙の投票率、それについても、いつも県内１位

であるというようなことで、県からもいろいろと取り組みについても積極的であるとい

うことで大変な評価をしていただいておりまして、最後の特別交付税をいただくときに、

端数とかが残ります、０００万とか０００万残る分については、頑張っている神河

町に残りを渡してやったらどうかというようなことで、県知事のほうもそういうような

ことを言われて、神河町のほうにお渡ししますよというようなことで、市町振興課長か

ら私たちのほうに電話いただくというようなことをしていただいておりますので、そう

いうような積極的な取り組みが、いろいろとこういうような健全化に結びついていると

いうようなことでございます。

今、フェニックス共済３位と言いましたけども、先般では２位に上がったということ

でございまして、そういうような町民挙げての取り組みということで評価をいただいて

いるというところでございます。そういうような中で健全化が実行できているというよ

うに私は思っております。以上です。

○議長（安部 重助君） ほかにございますか。（「もう１点、財政担当」と呼ぶ者あ

り）

総務課財政特命参事。

○総務課参事兼財政特命参事（児島 修二君） 総務課、児島でございます。ただいまの

質問の中で、普通交付税の減額分、そして特別交付税がふえた部分という中身について

でございますけども、普通交付税におきましては、平成２６年度と２７年度を比較をい

たしますと、それぞれ基準財政収入額に係ります町税等につきましては、固定資産税の

減少ということで減ってきております。ただし、その基準財政収入額に含まれます地方

消費税交付金というものがかなりふえてきておりまして、それらの差額によって、基準

財政収入額がふえてきたということと、基準財政需要額につきましては、国のほうも一

般財源を確保するという中で、前年並みの基準財政需要額の確保という中で、少し基準

財政収入額がふえてきたという中で減ってきたというところでございます。

続きまして、特別交付税につきましては、従来、前年度の交付額を見込みながら要求

をしていくわけですけども、特に平成２７年度におきましては、播磨圏域の連携中枢都

市圏というところで、新たに５００万程度の事業費の枠が設けられたということと、

地域おこし協力隊等々のルール分におきましても少し上乗せをして、ルール分がふえて

きたという中で、それとあわせて、先ほど副町長が申しましたように、いろいろの県の

施策について町の努力というものも少し財政事情の中で県のほうで勘案をしてもらいな

がら、このような数字ということでふえてきたのではないかなと、このように考えてお

りまして、今後につきましても、特別交付税については貴重な財源でございますので、

その辺を十分加味しながら、今後も県の施策にのっとった事業の展開の中で、特別交付
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税のさらなる、今の現状を維持を目標にしながら要求といいますか、お願いをしていき

たい、このように考えております。以上でございます。

○議長（安部 重助君） ほか、ございますか。

藤原裕和議員。

○議員（１番 藤原 裕和君） ただいま山下議員のほうから、そういう健全な財政の方

向へ向いとるということなんですけれども、私は、決算書の５ページになるんですけれ

ども、役場の経費がふえとるということでお尋ねをいたします。

決算書でも示されとんですけども、人件費、この部分が、たしか前年度も多少ふえと

ったんかもわからんですけども、２７年度についても ４％の増、総額として１２億

１３７万０００円、こういう金額ですね。それから、その下、ふえとる分を言うんで

すけども、物件費、これも臨時職なんかの人件費も含まれとるということで、この部分

が大変大きくて１ ４％の増、１４億１１２万０００円。それからもう一つ、次の維

持補修費という部分で、この部分についても２０％の増。こういう部分で経費がふえて

きとるということで、この部分を全体、どう捉えておられるのかということで、財政特

命参事のほう、よろしくお願いいたします。減らす方向ではどうなんですか、減らせま

すか。

○議長（安部 重助君） 総務課財政特命参事。

○総務課参事兼財政特命参事（児島 修二君） 総務課、児島でございます。まず、人件

費でございます。

人件費につきましては、平成２６年度から２７年については、先ほど申されたとおり

でございまして、今まで人勧につきましては人勧ゼロという中で、ここ近年、人勧の中

で少しずつ、その辺で人勧による増という部分も含めまして、上がってきたのは確かで

ございます。ここの部分におきましては、今後は退職者がかなり、ここ近年ふえてくる

という中で、今後は退職する金額、そして採用する職員の金額等々を見ますと、それら

から見ると、少しずつではありますけども、人件費、総額については減ってくるのでは

ないかなと、このように考えておるところでございます。

また、物件費につきましては、平成２７年度からにつきましては、地方創生、地域創

生という中で、いろいろな取り組みをする中で委託料等々がふえてきているのは事実で

ございまして、この部分につきましては、地域創生の計画をしております平成３１年度

までのここ５年間の間は極力減らしてはいきたいとは思いますが、これをさらに上回る

ことのないような状況の中で財政運営をしていきたいと思います。

それと、維持補修費につきましては、年々増加をしているというところで、これにつ

きましても施設の的確な維持管理という中で、ある程度はやむを得ない部分の増加なの

かなというふうに捉えておりまして、この維持補修、そして修繕料、そして施設の大規

模な工事、その辺につきましては今後の、昨年策定しました公共施設の総合管理計画に

基づきながらきちっと管理をしていかなければならないと考えておるところでございま
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す。以上でございます。

○議長（安部 重助君） 藤原裕和議員。

○議員（１番 藤原 裕和君） １番、藤原です。ただいま詳しく説明はしていただきま

した。そこで、今の人件費について少し触れたいと思います。

職員が、退職をされる方が、２７年度も、ことしも多いようでございます。そうした

中で、新しく採用もされておりますね。合併をした当時は１８０人とか、そういうこと

を数字は聞いたんですけれども、今現在１３０人で職員さんが推移されております。そ

うした中で、この数字が、若手になるから総額としては下がっていくということなんで

すけれども、例えば今の神河町の人口規模、財政規模、そういう事情もあるんですけれ

ども、そうした中で、前の行財政の推進委員さん、そういう委員会の答申でもたしかあ

ったと思うんですけれども、１３０人をもう少し減らすんやというようなことも私もど

っかで聞いたと思うんですけれども、神河町が、今の１３０人で職員の体制をとってい

くんか、徐々に減らしていくんかという部分については、今後、見通しとしてはどうで

すか。副町長なり、総務課長なり、どちらでもよろしいんで、お願いいたします。

○議長（安部 重助君） 総務課長。

○総務課長（日和 哲朗君） 総務課、日和でございます。定員管理に関するお尋ねとい

うことでございます。

平成２６年度が普通会計規模で１２８人、平成２７年度が１３０名、そして、この平

成２８年度が１３３名という体制で来ております。しかしながら、合併１０年で１８０

名体制を１３０名体制にというところで、これまで鋭意努力、そしてまた町民の皆様方

にも御協力いただきながら１３０名体制が達成をできたというところでございます。

今後の計画というところでございますが、常に類似団体比較というものがございまし

て、これは同規模の自治体と比べて職員数がどうなっているかということの比較でござ

いまして、常に、その比較でいきますと、それぞれが人員を減らしてまいりますので、

パイがどんどん縮小していくというところの中で、神河町におきましても、当然、現在

の一般会計規模が９０億程度で推移をしておりますけれども、この標準財政規模という

ところで考えますと、５０数億というところになってございます。そのように考えてい

きますと、当然職員も減らしていくということが前提になってまいります。具体的な数

字いうのはなかなか難しいんですが、行革の委員会等では、今後、１２０名体制を目指

した取り組みというようなことも言われておりましたし、定員を管理する総務部門とい

たしましても、そのような方向を見据えつつも、一方では、この平成２７年から５カ年

につきましては地域創生の強調５カ年というところになっておりますので、そのあたり

等をうまく見据えながら、一方では組織の強化をしていきながら、一方では粛々と人件

費、経常経費の縮小に向けては取り組んでいく必要があるというふうには認識をいたし

ております。以上でございます。

○議長（安部 重助君） ほか、ございますか。
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三谷議員。

○議員（９番 三谷 克巳君） ９番、三谷でございます。先ほどの藤原裕和議員さんと

類似したような質問になりますが、私、少し数字的な分も含めてお尋ねをしたいと思い

ます。

説明資料の８３ページですね、ここでちょうど２７年度の経常収支比率の数字が出て

ます。先ほど話に出ました実質公債費比率は前年度よりか減ったという分ですが、残念

ながら、実質収支比率は、２７年度が８ ９でございましたんで、 １ポイントほど上

がってるということです。ということは、これは投資的経費に回せるというんですか、

地域創生も含めた新しい事業に取り組む分の割がだんだん減ってくるという中で、今後

のいろんなことをやらなけりゃならない神河町において、こういう数値が出てくるとい

うのは非常に見通しがよくないなという部分があります。３月のときの一般質問では、

この経常収支比率の目標は、平均値いうんですか、８ ９を目標として、当面は９０か

ら９２を目指しますいう話ですんで、この９１％の範囲に入ってますので、努力はされ

てるんですかなという気はするんですが、しかし、このふえた要因を見ますと、先ほど

来出てますように人件費は １ポイントですか、それから補助費が ２ポイントほど上

がってると、これが引き上げた要因やと思うんですね。ですので、人件費については、

その改善については、先ほどの話も出てましたが、その中で人件費については類団とい

う数字が出てましたわね、この類団の数字も資料編かどこかに出ていたんですが、神河

町は類似団体の数字と比べますと２０人ほど多いということがありますので、その辺が

実行が可能なのかという部分というのが、一方では、監査委員さんの意見書の７ページ

の１２番ですか、こういう中で、これは、時間外勤務手当については特定の職員といい

ながらも、非常に集中しているという部分があります。いうのが、今の１３０人の体制

の中でも事務量としては筒いっぱいかなという部分があります。確かにいろんな方面で

考えれば、適材適所だか適正な職務分担いう中でやればできるという話ですが、まず、

職員については、人件費を下げるための職員数という定員管理という部分の中で、類団

の数字をどのように捉えておられるかな。そしてまた、どのような目標で人件費を減ら

していかれるかなということを１点と、それからもう一つは、補助費等ですね、これは

それぞれ事務組合等の負担金が大きくウエートを占める中で、今、ごみの減量化という

か、重量配分という形の中で下がってくるというような努力はされていきますとは思う

んですが、こういう全体の中ですね、当初の８ ９の水準に近づけるために、今後、こ

のそれぞれの項目についてどのような削減というんですか、をされてるかを１点お尋ね

したいと思います。

○議長（安部 重助君） 総務課長。

○総務課長（日和 哲朗君） 総務課、日和でございます。三谷議員からのお尋ねで、将

来的に類似団体比較の人数に対してどう考えているかというお尋ねでございますが、そ

の点につきましては、当然意識をしながら粛々と進めるというところでございます。た
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だ、一方で、この監査委員さんの指摘にもありましたように、時間外勤務手当、また職

員への偏りを心配していただいてるところもございます。現実的に職員にそのような実

態があるということも、これは否定できない事実でありまして、そう考えますと、あく

まで役場全体の業務が、職員のモチベーションも上がりながら、そしてまた住民の満足

度も上がりながら、かゆいところに手が届くということではありませんけれども、そう

いった中でいい相乗効果が生まれていけばいいなというふうに思っているところでござ

います。そういった点から、職員をむやみやたらに減らしていくということだけが職場

の活性化、また地域の活性化につながっていくかといいますと、その点についても少し

総合的に判断をしなければならないというところでも考えてはいるところでございます。

ただ、そうはいいましても、実際に正規職員を採用しますと、現在でいいますと６０

歳までしっかりと責任を持って、そして町のためにそれぞれの役割を果たしていくとい

うことでございますので、そのあたりは将来をしっかりと見据えながら、先ほども言い

ましたけれども、現時点におきましては、将来、これからですね、あと５年、１０年先

に向けては少なくとも１２０人体制というようなところは視野に入れて考えていかざる

を得ないかなというふうには考えておるところでございます。

また補足につきまして、財政特命参事のほうから少し説明をさせていただきます。

○議長（安部 重助君） 総務課財政特命参事。

○総務課参事兼財政特命参事（児島 修二君） 総務課、児島でございます。先ほどの三

谷議員の質問の人件費の関係でございまして、類団との差、職員数も含めてという中で、

先ほど総務課長が申しましたとおりでございまして、今現在１３０人、そして類団につ

きましては、説明資料の最後のほうのカラー刷りのところに、人件費の状況ということ

で、神河町の財政状況のところでお示しをしております。カラー刷りの３ページをお開

きをお願いしたいと思います。ここに人件費の推移、そして職員数の推移ということで、

神河町、そして類似団体の比較ということで、神河町が赤色の折れ線、そして類団は青

色の折れ線というふうに表示をさせていただいておりまして、平成２６年度でございま

すが、類団の職員数については１０３名と。それで、平成２７年度については、神河町

は１３０というところで、かなりの差が出てくるという、この差について、さらなる、

今申しましたように、１０３までにはいかないまでも、少しずつ減らしていきながら、

類団の水準に少しでも近づけていくような努力をしていきたいと、このように考えてお

ります。

その上の人件費の推移でございますが、先ほども申しましたように、総額の人件費に

つきましては、若い職員の採用、そして退職者が多いという中で減ってくるという中で、

少しは縮まってくるのではないかと考えておりまして、これらの人件費に係ります経常

収支比率、特定財源を引いた一般財源に係る部分が少しずつふえてきているというのも

事実でございまして、これらにつきましては、人件費の総額を抑制することによって改

善が図られていくものと推測をしております。
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補助費の部分につきましては、これにつきましては、各種町単独で設けております補

助金、そして各企業会計への補助金、そして広域で構成をしてます一部事務組合の負担

金等々ございまして、その中には１町単独で減らすことのできない補助金、負担金とい

うのがたくさんございます。その辺は到底我が町だけでは減らすことができませんので、

それ以外の町単独の補助金等々について、もう一度精査をしていきながら減らしていく

ということが大切だろうと思います。合併した当時に、補助金適正化の部分で、全ての

補助金を洗い出ししながら何％かずつ減らした経緯がございます。今後につきましても、

その辺を十分に加味しながら、さらなる、町単独で設けております補助金、それらにつ

いての状況、成果等を見ながら、廃止できるものは廃止、増額できるものは増額するよ

うな中で整理をしていく必要があるということを認識しておりますので、その辺はしっ

かりと対応して、この補助費等に係ります経常収支比率を少しでも抑えていくというよ

うな方向で財政として取り組んでいきたいと、このように考えております。

○議長（安部 重助君） ほかに。

藤原裕和議員。

○議員（１番 藤原 裕和君） １番、藤原です。ただいま三谷議員の質問でいろいろ詳

しく答えられました。説明資料、私、ちょっと見てなかったんですけども、類似団体比

較ということで、今の説明をいただきました。要は、類似団体と神河町を比較したら、

人件費でざっと１億円ぐらいになるんですか、この上の表を見たら、多い。それから、

人数的にしたら、１０３名と今言われたんですけども、２５名程度多いんかなというよ

うに理解してよろしいんですか。それと、そういう人数を減らすんは、５年後をめどに

減らしていくということで理解してよろしいですか。副町長もその点について、見通し

としてはどうですか。お答え願いたいと思います。

○議長（安部 重助君） 総務課長。

○総務課長（日和 哲朗君） 総務課、日和でございます。まず、私のほうからお答えを

したいというふうに思います。類似団体比較が、平成２７年度はまだ数字としては出て

おりませんが、先ほども御説明をさせていただいたとおり、これはどんどんパイが減っ

てきますので、さらにこの人数は減ってくるということになってまいります。その中で

２０数名の差ということで理解してよいかというところでございますので、計算上はそ

のように理解していただいて構わないというふうに思います。

それから、１２０名という具体的な数字も私のほうから出しましたけれども、これを

５年後というようなところではございません。地域創生の関係もございますので、私は

先ほども５年から１０年というようなところで申し上げてはおりますけれども、何とい

いましても、これから人口がどんどん減ってまいります。そういった中で、財政規模も

小さくなってまいります。そういったことも踏まえて考えますと、職員が今までどおり

多くの人数でいいのかということは当然御指摘のとおりだと思います。その一方で、神

河町、合併して１０年を過ぎましたけれども、２町分の仕事をしてきたと。当然類似の
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仕事もございましたけれども、それぞれの特色を持って進めてきた事業もあると。特徴

的にこれまで言われてきたのがケーブルテレビ、そしてまた現在、地籍調査の事業も進

めているというようなところでもございます。さらには、そういった事業のもとには全

て、地域の団体、住民の方と協働で進めているというようなところもございますので、

そういったところに職員が今現在、事務局的にかかわっている仕事というのが多々ある

わけですね。そういったものも早速に引き揚げるということになりますと、職員はかな

り整理もされてくるのではないかというふうには思いますけれども、そのあたりについ

ては住民の方々と協働で進めていくと、まちづくりは職員と住民一体となって進めてい

くというところでございますので、今後の進め方についても、一つの目標は持ちつつも、

現状をしっかりと踏まえながら進めていかざるを得ないという点は御理解をいただけれ

ばというふうに思っております。これからもしっかりと定員管理、取り組んでまいりま

すので、よろしくお願いいたします。以上です。

○議長（安部 重助君） 副町長、答弁願います。

○副町長（細岡 重義君） 細岡でございます。今、総務課長が言ったとおりでございま

して、５年後に減らすのかというふうなことは今、考えておりません。実際に、今言い

ましたように、よその類似団体と比べましても、うちの規模は普通でしたら５０億ぐら

いの一般会計の規模でございますけども、９０億というような規模で今仕事をやってお

りますし、それからケーブルテレビ、それから地籍、そういうようなケーブルテレビや

地籍ということについては、全ての町がやってるということではございませんので、う

ちのほうはそれを行っていると。また、給食センターについても民間委託というところ

がございますけども、うちの場合は直営でやろうというようなことを決めておりまして、

そういう中で今実施しているという状況でございます。実際には１８０人が１３０人に

今なって、１３０人で今いっておりますけども、皆さん御存じのとおり、新入職員も１

０数名採用しまして、それ以上に退職者もあるということで、なかなか、経験者が退職

して、今度新しく職員になっているのが経験を今、積んでいるところでございますけど

も、いろいろとそれによって上からの指導もあったり、手を職員にかけてるというよう

なところで、時間外もふえているというところもございます。そういう中で事業を今、

積極的にやっておりますし、総務課長も言いましたように、地域創生事業、この５年間

の事業ということで取り組んでおりますし、それに向けても交付金とかいろんな補助金

をいただきながらやろうということで行っておりますので、今現在、この１３０人の規

模を減にしていくということは考えておりません。やはり一般会計が、９０億がだんだ

ん７０億、６０億、５０億というようになってくると、やっぱり仕事も人口も減るとい

うようなことで、その時点では職員の減ということはあり得ると思うんですけども、今

の状況では今の状態でやっていきたいというように私は思っております。以上です。

○議長（安部 重助君） ほかにございますか。

三谷議員。
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○議員（９番 三谷 克巳君） ９番、三谷です。先ほどの話の続きですが、確かに今言

われましたよね、人件費にしても、それから補助費にしても、なかなか下げるのは難し

いいうのは実態としてあると思うんですね。しかしながら、一方では、２８年度、これ

も幸いに普通交付税についても０００万ほどの減額で済みましたが、これから５年間、

交付税は減っていきます。ということは、今の状態でいきますと、必ずこれ、経常収支

比率が上がっていくという状況にあるわけですね。そういう状況を踏まえる中で、この

経常収支比率いうんですか、経常経費を下げるという努力はしていかなあかんと思うん

です。その中で、個々の職員の自覚の中でできる部分があると思うんですね。その数字

が必ず物件費にあらわれていくんじゃないかと思うんですが、そういう部分での、職員

全体の中で経常経費を下げていくという、経費の節減ですね、これについてどのように

今後、既に取り組んでますという話があるんですが、２７年度のこういう数字が出た結

果を踏まえて、さらにどのように取り組もうかということを思ってるのか、これは副町

長のほうが代表して答えていただいたら結構かと思うんですけど。

○議長（安部 重助君） 副町長。

○副町長（細岡 重義君） 細岡でございます。物件費を下げるということでございます。

物件費につきましては、いろいろな事業を行いますと、それに伴って物件費があらわれ

てくるという状況でございます。そういう中で経常収支、この９１％いう、出てる分を

減らしていくということでございまして、普通交付税も段階的にこの５年間で減額にな

るということでございます。また、職員が減りますと、それに新たに新採用を加えます。

今、藤原裕和議員も言われましたように、６０歳定年の職員と新しく採用される職員、

そういう中で、同じ人数ですけども、給料の差が出てきますので、そういうような差額

的なものは人件費としては下がってくるんですけども、人数的にはそのままの１３０人

でいくということでございまして、経費削減については今、財政のほうでもいろいろと

経常収支比率９１％を減らすように、９０％以下に持っていくようにということで取り

組みはしておるところでございます。そういうような中で、今後においてはいろいろと

協議して検討してまいりたいというように思います。

○議長（安部 重助君） ほかにございますか。

三谷議員。

○議員（９番 三谷 克巳君） 三谷です。今回、ちょうど２７年度の決算書ができまし

た。その決算の支出項目を見ますと、管理費関係の中で結構節減できる部分が見えてく

るんですね。そういう部分も含めて、この決算書は、ただ単に決算書ができましたとい

う話じゃなくして、これの中身の分析によって物件費の節減いうのが結構あると思いま

すんで、そういう分についても詰めてもらいたいなということで、お願いという形の中

で質問という形にさせていただきたいと思います。

○議長（安部 重助君） 総務課財政特命参事。

○総務課参事兼財政特命参事（児島 修二君） 総務課、児島でございます。先ほどの三
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谷議員指摘のとおりでございまして、この決算を受けまして、平成２９年度当初予算の

編成に当たっては、これらを十分検討しながら、平成２８年度の今、執行をしておるわ

けですけども、その中身も十分チェックをしていきながら、管理費の節減等で経費の節

減が図れる部分等について十分検討していきながら、平成２９年度の当初予算に反映を

していくべく枠配分という形の中で当初予算の編成に当たっていきたいと、このように

考えているところでございます。

○議長（安部 重助君） 総務課長。

○総務課長（日和 哲朗君） 総務課、日和でございます。先ほど財政特命参事が申し上

げたとおりでございますけれども、少し視点を変えまして、私のほうからは、監査委員

指摘の中にもありますように、ＰＤＣＡサイクルですね、それのしっかりとした徹底と

申しますか、要するに、全て計画を立てて、そして実行をしてということなんですけれ

ども、実行をしていく過程で当然課題が出てくる、困難にぶち当たるというところでご

ざいます。そのときに何が問題で、そしてそのことを解決できることにつながるのかど

うか、そして、できなかったとしたらほかに方法はないのかといったようなところを、

やっぱり丁寧に見ていく中から、次のまた新たな課題が見つかったり、改善につながっ

たりというふうなところで進めていけるというふうに思っております。この監査委員指

摘をしっかりと肝に据えながら、財政運営、そして効率的な事務執行、そしてまた職員

の健康管理もモチベーションも含めて進めていければいいなというふうに思っておりま

すので、また御支援と御助言、どうぞよろしくお願いをいたします。以上です。

○議長（安部 重助君） 藤原日順議員。

○議員（２番 藤原 日順君） ２番、藤原でございます。質問じゃございませんけども、

今の話を聞いておりましてちょっと感じたんですけども、物件費が、確かに２６年度の

１２億３７６万０００円から１４億１１２万０００円に、１億７００万ほど上が

ってはおるんですけども、経常収支比率を考えた場合に、物件費の中に含まれる経常一

般財源については、ほとんど変わってないんですね。参考までに申し上げますと、物件

費の６億７００万から６億３００万ということで、物件費の中に占める経常一般財

源はむしろ減ってる。ですから、ちょっと議論がかみ合ってないなという感じがしまし

た。

それとあと、一番やっぱり影響してるのは人件費。人件費の中で占める経常一般財源

が、平成２６年は１０億２００万であったものが１１億１００万ということで、

０００万上がっておりますので、この分が一番影響が大きかったのかなと。もう一つ影

響があるのは、やっぱり経常一般財源が減ってるということが大きな影響になるのかな

と思います。経常一般財源が５３億６００万から５３億８００万という形で、７

００万ですか、減っとりますんで、それでダブルで来て経常収支比率の悪化につながっ

たんだろうなというように私は分析しております。質問じゃございません、コメントだ

けですから。
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○議長（安部 重助君） ほかにございますか。

〔質疑なし〕

○議長（安部 重助君） ほか、ないようでございますので、総括を終結いたします。

以上で質疑全てを終結いたします。

ここでお諮りします。本件については、１１人の委員で構成する決算特別委員会を設

置し、審査を付託したいと思いますが、これに御異議ございませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（安部 重助君） 御異議ないものと認めます。よって、第８３号議案は、決算特

別委員会を設置し、審査を付託することに決定しました。

ただいま設置しました決算特別委員会の委員の選任を行います。選任については、委

員会条例第８条の規定により、議長から指名します。

藤原裕和議員、藤原日順議員、山下皓司議員、宮永肇議員、藤原資広議員、藤森正晴

議員、小寺俊輔議員、松山陽子議員、三谷克巳議員、小林和男議員、廣納良幸議員、以

上１１名を指名します。

お諮りします。ただいま指名しました１１名の方を、決算特別委員会の委員に選任す

ることに御異議ございませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（安部 重助君） 御異議ないものと認めます。よって、決算特別委員会の委員は、

議長指名のとおり選任されました。

なお、特別委員会の委員長、副委員長は、委員会条例第９条の規定によって、委員会

で互選をしていただくことになっておりますので、よろしくお願いいたします。

ここで暫時休憩いたします。再開を１３時ちょうどといたします。

午前１１時２３分休憩

午後 １時００分再開

○議長（安部 重助君） 再開します。

休憩中に決算特別委員会が開会され、正副委員長の互選がされました。

委員長に廣納良幸議員、副委員長に宮永肇議員がそれぞれ互選されていますので、御

報告申し上げます。

日程に入る前に、先ほどの一般会計の歳入歳出決算の審議の中で、８款消防費の小寺

議員からの質問に対して、若干不慮の答弁があったということでございます。ここで住

民生活課防災特命参事より報告を受けます。

住民生活課防災参事。

○住民生活課参事兼防災特命参事（田中 晋平君） 住民生活課、田中でございます。午

前中、先ほど議長が言われました小寺議員の消防費、災害対策費の備品購入、防災備蓄

品購入費の説明の中で、非常食３００人を３日分と申しましたが、その３００につ
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きましては、３００食の誤りでございました。申しわけありません。１日３食としま

すと、約４２０人から４３０人分に当たります。

それから、関連しまして松山議員から質問がありました日常用品とかの説明で補足さ

せていただきますと、タオルにつきましては３００枚、毛布につきましては４２０枚、

その非常食の人数分に相当する分、また、紙おむつ１８０枚、大人用おむつ４５０枚

等、用意しております。以上でございます。

○議長（安部 重助君） 以上、訂正と追加説明がありましたので、御了承願います。

それでは、日程に戻ります。

⋞ ⋞

日程第２ 第８４号議案

○議長（安部 重助君） 日程第２、第８４号議案、平成２７年度神河町介護療育支援事

業特別会計歳入歳出決算認定の件を議題とします。

本件に対する質疑に入ります。質疑ございませんか。質疑、特にございませんか。

〔質疑なし〕

○議長（安部 重助君） 質疑がないようでございますので、質疑を終結します。

ここでお諮りします。本件については、決算特別委員会に審査を付託したいと思いま

すが、これに御異議ございませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（安部 重助君） 御異議ないものと認めます。よって、第８４号議案は、決算特

別委員会に審査を付託することに決定しました。

⋞ ⋞

日程第３ 第８５号議案

○議長（安部 重助君） 日程第３、第８５号議案、平成２７年度神河町国民健康保険事

業特別会計歳入歳出決算認定の件を議題といたします。

本件に対する質疑に入ります。

藤原資広議員。

○議員（５番 藤原 資広君） ５番、藤原です。資料のほうなんですけども、毎年つい

てます国民健康保険事業で生活習慣病の動向というような一覧表が多分あったと思いま

す。それともう一つは、療養給付費、保険者負担額の状況というような表があったと思

うんですけど、また特別委員会までに、資料提供をお願いいたしたいと思いますが。

○議長（安部 重助君） 資料ばかりじゃなしに、何でわからへんかいう質問をしてくだ

さい。

藤原資広議員。

○議員（５番 藤原 資広君） 年々、当然発生数も変わってきますので、これから先の

国保の運営にしてもやはりその動向はちょっと知っておきたいと思いますんで、お願い

いたします。
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○議長（安部 重助君） 住民生活課長。

○住民生活課長（吉岡 嘉宏君） 住民生活課、吉岡です。資料のほう、承知しました。

準備させていただきます。以上です。

○議長（安部 重助君） ほかにございますか。

三谷議員。

○議員（９番 三谷 克巳君） ９番、三谷でございます。決算のそれぞれ数字とは直接

関係ないんですが、平成３０年度だったと思うんですが、保険者が県のほうに移管する

という話の説明があったと思うんです。ですので、その移管のする際に、例えば今回の

決算に出てきます徴収率とか、それから財政調整基金の残高ですね、この辺が移管する

際の条件というんですか、そういうふうなもんに影響していくかどうか、その辺の内容

についてお尋ねをしたいんです。

○議長（安部 重助君） 住民生活課長。

○住民生活課長（吉岡 嘉宏君） 住民生活課、吉岡でございます。３０年に財政主体が

兵庫県に移管ということでありまして、まず、財政調整基金は、きのう、藤原日順議員

の御質問にお答えしたように、１億０００万ほど持っておりまして、これについてど

うなるのかという、私もいろいろ疑問を思っとるんですが、今のところ兵庫県のほうと

しては、永遠とはいいませんが、町のほうで管理運営してくださいねと、今までどおり

でいくと。今度から納付金という形で県のほうに納めるんですけども、納付金というの

は発生するんですけど、そのときに、例えばお金が足りないときなんかに備えるような

意味で、町として財調はそのまま持っておいてくださいねという、こういう方向です。

あと、最近の動きでいいますと、賦課徴収はこちらで、町役場でするんですね。これは

今までと一緒なんですけども、これについての税率ですね、各市町、地方公共団体、こ

れ、まちまちになります。県のほうから神河町の税率はこれでどうだというようなたた

き台を示してくるという形になります。それのやりとりを電算を通じて行います。具体

的には国保連合会とやりとりするんですけども、そういった感じで、電算を通じて資料

のやりとりが今後始まるというところでございます。以上です。

○議長（安部 重助君） ほかにございますか。

三谷議員。

○議員（９番 三谷 克巳君） ９番、三谷です。ちょっとわからなくて、教えてもらい

たいのは、県が保険者となりますという話はわかるんですが、じゃあ、これ各市町らが

集まりで一つの運営いうんがなされると思うんですが、しかし、県が一つの保険者にな

りますけど、実際の経理というんですか、については従来どおり各市町の単位でやりま

すので、神河町の、例えば徴収率が悪いことによってほかの市町に影響するとか、そう

いうことが発生するんじゃなくして、あくまでも、最終的には各町単位で帰属しますか

ら、神河町の徴収率が悪い場合は、財調基金なり等を取り崩して独立採算みたいな形で

やっていきなさいという、そういうシステムになるという理解をしておけばいいわけで
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すか。

○議長（安部 重助君） 住民生活課長。

○住民生活課長（吉岡 嘉宏君） 住民生活課、吉岡です。今、三谷さんが最後のほうで

総括的にお尋ねになったように、責任は神河町でございます。後期高齢医療の広域連合

いうのがありますけど、あれは丸々兵庫県がもう主体者なんですけども、このたびの国

保については、財政運営の主体は兵庫県だけども、おのおのの保険者いうことで各市町

は今までどおり責任持ってくださいねという形でございます。以上です。

○議長（安部 重助君） ほかにございますか。

松山議員。

○議員（８番 松山 陽子君） ８番、松山です。先ほどの件の続きですけれども、そう

なると、県が保険者になることのメリット、デメリットって何か、わかる範囲で教えて

いただきたいんですけれども。

○議長（安部 重助君） 住民生活課長。

○住民生活課長（吉岡 嘉宏君） 財政運営について兵庫県が関与をしていただいて、例

えば、さっきも言いましたけども、神河町の税率についてはこういうふうにしたらどう

ですかと、例えば固定資産税割というのがあるんですけれども、これについても県の指

導でなくしていこうというようなことがございまして、税率を決めたりする場合に、兵

庫県からのアドバイスがいただけて、非常に運営がスムーズになるんではないかなとい

うふうに思います。以上でございます。

○議長（安部 重助君） ほかにございますか。ほかはございませんか。

〔質疑なし〕

○議長（安部 重助君） ほか、質疑ないようでございますので、質疑を終結します。

ここでお諮りします。本件については、決算特別委員会に審査を付託したいと思いま

すが、これに御異議ございませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（安部 重助君） 御異議ないものと認めます。よって、第８５号議案は、決算特

別委員会に審査を付託することに決定しました。

⋞ ⋞

日程第４ 第８６号議案

○議長（安部 重助君） 日程第４、第８６号議案、平成２７年度神河町後期高齢者医療

事業特別会計歳入歳出決算認定の件を議題とします。

本件に対する質疑に入ります。質疑ございませんか。

〔質疑なし〕

○議長（安部 重助君） 質疑ないようでございますので、質疑を終結します。

ここでお諮りします。本件については、決算特別委員会に審査を付託したいと思いま

すが、これに御異議ございませんか。
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〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（安部 重助君） 御異議ないものと認めます。よって、第８６号議案は、決算特

別委員会に審査を付託することに決定しました。

⋞ ⋞

日程第５ 第８７号議案

○議長（安部 重助君） 日程第５、第８７号議案、平成２７年度神河町介護保険事業特

別会計歳入歳出決算認定の件を議題とします。

本件に対する質疑に入ります。

藤原資広議員。

○議員（５番 藤原 資広君） ５番、藤原でございます。介護保険につきましては、年

々介護費用もふえ、また当然、認定者の動向もふえております。今から先、高齢者の方

が安心して暮らせる、いわゆることも町も求められていこうかと思います。そこで、給

付費の年度ごとの比較表ができたり、また認定者の年度比較表をまた、前年度も多分あ

ったと思いますんで、それにこの２７年度のデータも加えて、比較できるような資料を

つくっていただけないでしょうか。

○議長（安部 重助君） 健康福祉課長。

○健康福祉課長（大中 昌幸君） 健康福祉課、大中でございます。御要望の件、承りま

した。

○議長（安部 重助君） ほかにございますか。特にございませんか。ないようでござい

ますが、よろしいですか。

松山議員。

○議員（８番 松山 陽子君） 済みません。８番、松山です。１２ページで雑入です。

雑入で、介護予防プラン作成料ということで６８５万０００円、収入として入ってる

んですけれども、これについて、今現在、ケアマネの資格を持っておられる保健師さん

が要支援の方のケアプランを立てるということの、それの作成料かと思うんですが、雑

入という形で、科目で入れておられるっていうのは、どこから入ってきての雑入という

ことなのか、入ってくる先っていうのはどこなのか、教えていただきたいと思います。

○議長（安部 重助君） 健康福祉課長。

○健康福祉課長（大中 昌幸君） 健康福祉課、大中でございます。このお金の入り先は

国保連合会からでございます。

○議長（安部 重助君） ほかにございますか。

〔質疑なし〕

○議長（安部 重助君） ほか、ないようでございますので、質疑を終結します。

ここでお諮りします。本件については、決算特別委員会に審査を付託いたしたいと思

いますが、これに御異議ございませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕
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○議長（安部 重助君） 御異議ないものと認めます。よって、第８７号議案は、決算特

別委員会に審査を付託することに決定しました。

⋞ ⋞

日程第６ 第８８号議案

○議長（安部 重助君） 日程第６、第８８号議案、平成２７年度神河町土地開発事業特

別会計歳入歳出決算認定の件を議題とします。

本件に対する質疑に入ります。質疑ございませんか。

山下議員。

○議員（３番 山下 皓司君） 山下です。２７年度もいわゆる土地の売り払いですね、

しんこうタウンの。一生懸命努力されたと思うんですが、いろいろ取り組みのことにつ

いては努力されているということはよく理解しておりますが、一番の問題点はどこでし

ょうね、売れ行きがもう一歩出ないという。

○議長（安部 重助君） 地域振興課長。

○地域振興課長（石堂 浩一君） 地域振興課、石堂でございます。今のところ、折り込

みとかＰＲのほうは朝来市、そして旧神崎郡に入っておりました香寺町のほうまで折り

込みチラシを入れてＰＲはしているところではございます。そして、新聞等々でも載せ

ていきながらＰＲのほうはしているんですけども、昨年で２件、２区画しか売れなかっ

たということなんですけども。いろんな意味合いでＰＲの仕方も、もう少し広げてすべ

きなのか等々も考えておりますが、それもその範囲については限界もあるのかなってい

うところもございます。そのＰＲの仕方についても、ことしも考えていきたいと思いま

すし、もっと確実に売れる方法はないかということもあわせて考えていきながら、１区

画、２区画というオーダーで多く売れるように努力はしていきたいと考えております。

以上です。

○議長（安部 重助君） 山下議員。

○議員（３番 山下 皓司君） 努力されていることは重ねて説明いただいてわかるんで

すけど、最近、これは２８年度のことになりますけども、町の広報にもチラシ的な内容

の記載がありましたですね。そこで気づいたというんか、ああ、これは言われてないん

かなと思ったんが、定期借地権つきの分譲ですね。単価が高いんで、非常に、売却する

サイドからいうと必要経費が加算されておりますから、当然の単価なんやけども、買う

サイドからいうと非常にやはりまとまったお金が要るということから、以前に定期借地

権の方法ですね、いわゆる秋桜たうんでやられたような方策もとりたいというようなこ

とも言われたというんか、聞いたように思うんですけども、その辺のところがこの間の

広報には書いてなかったんやね。そんなような取り組みやりますというようなことが、

２７年度かもうちょっと前かわかりませんけど、聞いたような記憶があるんですけど、

そういう取り組みはされましたですか。

○議長（安部 重助君） 地域振興課長。
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○地域振興課長（石堂 浩一君） 地域振興課、石堂でございます。以前、現在しんこう

タウンにおられる、その代表の区長さんと相談をしました。やはり町として売ればいい

という問題ではなく、今住んでおられる方々の公平、公正さを考えながら、一番いい方

法はないかということでお話し合いをしたことがございます。その中で、定期借地権の

件もお話をしました。そのときに、やはり今住んでいる人と不公平さが生じてしまうの

ではないかということで、一概にそれの導入については賛成はできない、やはり町とし

て販売するのであれば、不平等さがないようなことで考えていただきたいということを

言われましたので、定期借地権につきましては今のところ考えておりません。そして、

ほかで不平等さがないようなやり方で売れる方法はないかということで、現在も考えて

いるような状況でございます。以上です。

○議長（安部 重助君） ほかにございますか。

〔質疑なし〕

○議長（安部 重助君） ほか、質疑ないようでございます。質疑を終結します。

ここでお諮りします。本件については、決算特別委員会に審査を付託いたしたいと思

いますが、これに御異議ございませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（安部 重助君） 御異議ないものと認めます。よって、第８８号議案は、決算特

別委員会に審査を付託することに決定しました。

⋞ ⋞

日程第７ 第８９号議案

○議長（安部 重助君） 日程第７、第８９号議案、平成２７年度神河町老人訪問看護事

業特別会計歳入歳出決算認定の件を議題とします。

本件に対する質疑に入ります。質疑ございませんか。

〔質疑なし〕

○議長（安部 重助君） 質疑ないようでございますので、質疑を終結します。

ここでお諮りします。本件については、決算特別委員会に審査を付託したいと思いま

すが、これに御異議ございませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（安部 重助君） 御異議ないものと認めます。よって、第８９号議案は、決算特

別委員会に審査を付託することに決定しました。

⋞ ⋞

日程第８ 第９０号議案

○議長（安部 重助君） 日程第８、第９０号議案、平成２７年度神河町産業廃棄物処理

事業特別会計歳入歳出決算認定の件を議題とします。

本件に対する質疑に入ります。質疑ございませんか。

〔質疑なし〕
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○議長（安部 重助君） 質疑がないようでございますので、質疑を終結します。

ここでお諮りします。本件については、決算特別委員会に審査を付託したいと思いま

すが、これに御異議ございませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（安部 重助君） 御異議ないものと認めます。よって、第９０号議案は、決算特

別委員会に審査を付託することに決定しました。

⋞ ⋞

日程第９ 第９１号議案

○議長（安部 重助君） 日程第９、第９１号議案、平成２７年度神河町寺前地区振興基

金特別会計歳入歳出決算認定の件を議題とします。

本件に対する質疑に入ります。質疑ございませんか。

〔質疑なし〕

○議長（安部 重助君） 質疑がないようでございますので、質疑を終結します。

ここでお諮りします。本件については、決算特別委員会に審査を付託したいと思いま

すが、これに御異議ございませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（安部 重助君） 御異議ないものと認めます。よって、第９１号議案は、決算特

別委員会に審査を付託することに決定しました。

⋞ ⋞

日程第１０ 第９２号議案

○議長（安部 重助君） 日程第１０、第９２号議案、平成２７年度神河町長谷地区振興

基金特別会計歳入歳出決算認定の件を議題とします。

本件に対する質疑に入ります。質疑ございませんか。

〔質疑なし〕

○議長（安部 重助君） 質疑ないようでございますので、質疑を終結します。

ここでお諮りします。本件については、決算特別委員会に審査を付託したいと思いま

すが、これに御異議ございませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（安部 重助君） 御異議ないものと認めます。よって、第９２号議案は、決算特

別委員会に審査を付託することに決定しました。

⋞ ⋞

日程第１１ 第９３号議案

○議長（安部 重助君） 日程第１１、第９３号議案、平成２７年度神河町水道事業会計

決算認定の件を議題とします。

本件に対する質疑に入ります。

小林議員。
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○議員（10番 小林 和男君） １０番、小林です。説明の中の、口頭説明の中での理解

なんですけども、水道水の有収率６０％ぐらいやというふうにお聞きしたんですけども、

違うとるかもわかりません、違うたら訂正してください。４０％が経済的なロスになっ

てることに加えて、水道水はほとんど道路の下に埋設されておりますので、大量の水が

漏れてますと道路の下で空洞化ができて、ある日突然に道路が陥没したいうふうな危険

性を心配するわけなんですけども。それと、経年劣化がかなり進んでると思うので、幾

分かの漏れは仕方がないかなと思うんですけども、更新の計画なんか、その３点、お尋

ねします。

○議長（安部 重助君） 上下水道課長。

○上下水道課長（中島 康之君） 上下水道課、中島です。まず最初に、有収率の関係な

んですけども、資料の１２ページにございます。有収率で６ ４５％が２７年度決算の

数字となっております。水道がそんだけ漏れるということで、道路の危険性がないかと

いう話なんですけども、上下水道課では、日々流量の監視をしております。集中監視シ

ステムがありますので、そこで毎日、夜間の流量ですね。だから、夜間、３時とか４時

ぐらい、もうほとんどが使われないというところの流量をチェックして、その数字が大

きくなってくると、その路線で水漏れが発生しているというふうに認識しておりまして、

その中で道路上に出てくる部分は住民さんからの通報によりまして、すぐに対処します。

また、道路に出てこなくって地下で漏水している部分については、職員が行って各バル

ブごとに音を聞きながら、どこの系統が漏れているかというふうな調査を行っていって、

最終的には、時間はかかるんですけども、系統の中の水の漏れを発見して修繕するよう

にしております。ですから、長いことずっと放置したままで、そのままやってるという

ことではないので、道路が空洞化になって、ある日突然沈没するというようなことはな

かなかちょっと考えられにくいかなというふうに思っております。

あと、もう１点の、更新の関係の質問をいただいたんですけども、現在、国の補助事

業、統廃合の補助事業によりまして事業を進めております。当初は２７年、２８年度で

行う予定だったんですけども、国の補助金のほうが７割ぐらいしかついておりません。

その関係もございまして、平成３１年までその事業を継続して、何とか補助でできる分

は補助でやっていきたいというふうに思っております。その後に、今言われましたよう

に、管も老朽化が進んでおりまして、このままではいつか大きな事故にもなりかねませ

んので、古い管から順次更新していきたいというふうに思っております。また、特に給

水管も古い管を使用しております。給水管、昔の管は一層管といいまして、その当時は

それでよかったんですけども、今は二層管といいまして、もっと漏れにくい管が出てお

りますんで、頻発して給水管が漏水する箇所については、思い切ってその部分をやりか

えるみたいなことも随時行っていっております。何分、施工延長といいますか、距離が

長いので一気に解消することはないんですけども、順次そういう格好で今後も進めてい

きたいというふうに思っております。以上でございます。

－１９７－



○議長（安部 重助君） ほかにございますか。

三谷議員。

○議員（９番 三谷 克巳君） ９番、三谷です。１点教えていただきたいんです。決算

書でいいますと、２４ページですね、ここで固定資産の明細書がございます。その中で、

２７年度の増加額ということで、機械及び装置、それから車両運搬具、建設仮勘定とい

うことで増加になってます。これの内訳を、後ほどで結構ですんで、教えてもらいたい

んです。これは前の資本的収支の企業債なり国県補助金がベースになって、それぞれ工

事関係がここにあらわれてきてるんですが、この内訳を足しても、私自身その数字がわ

かりませんので、その部分の増加額ですね、２億６２５万１２６円の明細というん

ですか、それを教えていただきたいのが１点と、それから、一般会計のほうでは公会計

の取り組みがされていますが、一般会計の中でも同じように建設仮勘定というような科

目の中での取り扱いをしていかなければならないのかどうか、その２点をお尋ねしたい

と思います。

○議長（安部 重助君） 上下水道課長。

○上下水道課長（中島 康之君） 上下水道課、中島です。今、議員の質問ありました当

年度の増加額については、内訳書を決算委員会のときに提出させていただきたいと思い

ます。以上です。

○議長（安部 重助君） 総務課財政特命参事。

○総務課参事兼財政特命参事（児島 修二君） 総務課、児島でございます。三谷議員の

御質問の、一般会計と普通会計を含めました部分につきまして、今、国のほうから指導

がございます公会計への取り組みということで、平成２８年度ベースを基本にした公会

計の財務書類、４つの書類をつくるわけですけども、その中でバランスシート、貸借対

照表が出てきます。そこに町が持っている資産、土地、建物等が入ってきまして、平成

２８年４月１日を基準とした固定資産の土地、建物等から、平成２８年度中で移動した

ものについて資産の増減が行われるということでございますので、ここで固定資産明細

書にありますような資産の増減ということが出てくるということでございます。

○議長（安部 重助君） ほか、ございませんか。

〔質疑なし〕

○議長（安部 重助君） ほか、質疑ないようでございますので、質疑を終結します。

ここでお諮りします。本件については、決算特別委員会に審査を付託したいと思いま

すが、これに御異議ございませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（安部 重助君） 御異議ないものと認めます。よって、第９３号議案は、決算特

別委員会に審査を付託することに決定しました。

⋞ ⋞

日程第１２ 第９４号議案

－１９８－



○議長（安部 重助君） 日程第１２、第９４号議案、平成２７年度神河町下水道事業会

計決算認定の件を議題といたします。

本件に対する質疑に入ります。質疑ございませんか。

〔質疑なし〕

○議長（安部 重助君） 質疑がないようでございますので、質疑を終結します。

ここでお諮りします。本件については、決算特別委員会に審査を付託したいと思いま

すが、これに御異議ございませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（安部 重助君） 御異議ないものと認めます。よって、第９４号議案は、決算特

別委員会に審査を付託することに決定しました。

⋞ ⋞

日程第１３ 第９５号議案

○議長（安部 重助君） 日程第１３、第９５号議案、平成２７年度公立神崎総合病院事

業会計決算認定の件を議題とします。

本件に対する質疑に入ります。質疑ございませんか。よろしいですか。

〔質疑なし〕

○議長（安部 重助君） 質疑ないようでございますので、質疑を終結します。

ここでお諮りします。本件については、決算特別委員会に審査を付託したいと思いま

すが、これに御異議ございませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（安部 重助君） 御異議ないものと認めます。よって、第９５号議案は、決算特

別委員会に審査を付託することに決定しました。

⋞ ⋞

○議長（安部 重助君） 以上で本日の日程は全て終了しました。

お諮りします。委員会に付託した議案審査のため、あすから１９日まで休会にしたい

と思いますが、これに御異議ございませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（安部 重助君） 御異議ないものと認め、あすから１９日までは休会と決定しま

した。

次の本会議は９月２０日午前９時、再開します。

本日はこれで散会します。どうも御苦労さんでした。

午後１時３６分散会

－１９９－



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


